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大
燈
國
師
は
假
名
法
語
の
中
に

「
一
千
七
百
則
の
公
案
と
て
、
話
頭

の
数
千
七
百
あ
れ
ど
も
、
皆
彼
本
来
の
面
目
を
、
見
せ
し
め
ん
爲
な

り
」

と
い
い
、
参
暉
辮
道
に
用
う
る
公
案
の
敷
が
千
七
百
則
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
と
も
と
千
七
百
則
と
い
う

こ
と
は
、
景
徳
傳
燈

録
に
租
師
の
教
が
千
七
百
十
八
名

(機
縁
語
句
の
あ
る
も
の
九
百
七
十
六
名
、
嗣
承
の
み
明
か
に
し
て
機
縁
語
句
を
猷

く
も
の
七
百
四
十
二

名
)

あ
る
こ
と
か
ら
出
た
籔
で
あ
る
が
、
後
年
崇
傳
が
起
草
し
た
大
徳

・
妙
心
爾
寺
の
法
度
に
は

「
参
暉
修
行
は
善
知
識
に
就
き
、
三
十
年

綿
密

の
工
夫
を
費
し
、
千
七
百
則
の
話
頭
了
畢
の
上
云
云
」
と
あ
り
、
澤
庵
等
が
幕
府
に
拮
抗
し
、
古
來
参
暉
に
用
い
た
公
案
は
三
百
則
の

み
で
あ
る
と
な
し
、
元
和
令
の
法
度
あ
批
剣
論
駁
し
た
い
わ
ゆ
る
紫
衣
事
件
を
惹
起
し
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
澤
庵
時
代
に
用

い
た
参
暉

の
話
頭
は
三
百
則
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

大
燈
國
師
年
譜
に
よ
れ
ば
、
大
燈
が
高
峰
顯
日
の
も
と
を
去
り
、
鎌
倉
か
ら
上
洛
し
て
大
鷹
國
師
に
参
じ
、
朝
参
暮
請
孜
々
と
し
て
怠
ら
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ず
、

い
わ
ゆ
る

「
脇
席
に
つ
け
ぎ
る
」
眞
剣
な
暉
道
修
行
の
頃

宗
師
語
脈
・
差
別
譜
糞

旨
・
参
究
嚢

煮

殆
乎
二
百
則

籍

菖

・
爾
是
天
然
柄
乱

と
大
慮
は
構
歎
し
た
が
、
こ
こ
に
二
百
則
と
い
う
敷
が
學
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
大
燈
が
五
條
橋
邊
に
鱈
晦
す
る
頃
、
景
徳
傳
燈
録
三
十

巻
を
僅
か
四
十
日
で
筆
窟
し
、
そ
の
原
本
は
大
徳
寺
に
襲
藏
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
末
尾
に
自
ら
駿
文
を
誌
し

此
是
千
聖
蟹
機
、

列
租
命
脈
也
、

遠
超
=夷
希
之
境
一、

遡
出
=
至
理
之
郷

一、
潰
分
灌
分
不
γ可
レ
知
、

不
γ可
γ覧
、
矧
是
討
二毫
跡

一、
何

罪

傷
=其
躯
へ

四
吉

之
中
・
撃

筆

一+
巻
・
転
紙
形
勢
・
切
蝉

爲
=邪
人
茸

・
正
和

二
祀
・
五
月
廿
三
・
野
曾
妙
超
概

と
さ
れ
純
粋
な
謙
虚
な
氣
持
で
誌
し
大
燈
が
傳
燈
録
所
載
の
先
哲
の
機
縁
語
句
を
た
ず
ね
、
千
七
百
鯨
人
の
列
租
の
命
脈
を
究
め
た
の
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
公
案
と
し
て
學
徒
に
提
示
さ
れ
た
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る
千
七
百
則
で
は
な
く
、
遙
か
に
少

い
数
が
用

い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

去

る
昭
和
十
九
年

(
一
九
四
四
)
鈴
木
大
拙
博
士
は
大
東
出
版
耐
か
ら
、
大
燈
國
師
百
二
十
則
な
る
も
の
を
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
原
本
は

積
翠
居
士
石
井
光
雄
氏
の
所
藏
に
か
か
る
も
の
で
、
そ
の
原
本
の
ま
ま
を
石
版
印
刷
に
し
、
そ
れ
に
博
士
の
解
題
蛇
に
大
燈
國
師
行
状
と
、

博
士

の
執
筆
に
な
る

「
日
本
思
想
史
の

一
漸
面
-
大
燈
百
二
十
則
に
因
み
て
著
語

一
般
の
も
つ
意
味
1
」
な
る
論
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。

解
題

に
よ
れ
ば
、
原
本
は
縦
・b。
.呂
○日

横

ド
Φω
。B

の
袋
綴
本
で
、

表
紙
を
含
め
て

一
巻

二
十
二
紙
で
あ
り
、
扉

一
紙
、
目
録

二
紙
、
本

文
十
六
紙
、
そ
れ
に
巻
末
の

一
紙
は
原
本
の
ま
ま
で
、
表
紙
は
後
人
の
改
め
た
も
の
で
あ
り
、
表
紙
の
中
央
に

「
正
宗
暉
師
筆
跡
」
と
し
、

そ
の
左
側
に

「
大
燈
國
師
百
二
十
則
」
と
さ
れ
て
お
り
、
扉
の

「
百
二
十
則
」
と
題
さ
れ
た
も
の
や
、
毬
末
の

一
紙
に

「
雲
門
關
」
と
題
し

て
、
大
燈
國
師
投
機
偶
二
首
が
書
か
れ
て
い
る
の
は
正
宗
輝
師

(清
庵
宗
胃
)
の
筆
跡
で
あ
り
、
そ
し
て
奥
書
に
は

永
正
十
六
年
己
卯
三
月

一
日
書
之

宗
意

清
庵
和
尚
筆
跡

諦
意
後
改
胃

、
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瑞
堂
紹
繍
澄
焉

圃

團

と
あ
る
が
、
第

一
行
は
正
宗
輝
師
宗
意
の
筆
跡
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
行
は
紹
繍

の
筆
跡
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

す

な
わ
ち
大
燈
國
師
の
用
い
ら
れ
た
公
案
が
門
下
法
孫
に
よ
つ
て
傳
承
さ
れ
た
も
の
を
、
正
宗
暉
師
宗
意
に
よ
つ
て
書
き
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
宗
意
は
の
ち
宗
胃
と
改
め
ら
れ
た
が
、
清
庵
と
稻
し
唖
羊
子
ま
た
は

一
畝
子
と
も
號
し
た
。
小
漢
宗
慧

(大
徳
八

十
六
世
)
の
法
嗣
で
、
天
文
六
年

(
一
五
三
七
)
に
は
大
徳
寺
に
奉
勅
入
寺
し
た
。
そ
し
て
ま
た
天
文
年
中
に
大
徳
寺
塔
頭
正
受
庵
を
開
創

し
、
永
緑
五
年

(
一
五
六
二
)
世
壽
七
十
九
歳
で
示
寂
し
た
人
で
、
正
親
天
皇
か
ら
廣
徳
正
宗
暉
師
と
勅
誰
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
宗
胃
に
よ

つ
て
書
き
と
め
ら
れ
た
も
の
を
、
凡
そ
百
五
十
年
後
、
江
戸
初
期
に
出
た
瑞
堂
紹
繍

(大
徳
二
百
十
二
世
、
正
受
庵
七
世
)
に
よ
つ
て
、
こ

の
書
が
清
庵
宗
胃

の
筆
跡
で
あ
る
こ
と
を
讃
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
大
燈
百
二
十
則
と
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
が
、
目
次

と
内
容
の
番
號
が
違
う
の
で
、

い
ま
は
内
容

の
番
號
に
し
た
が
う
こ
と
に
す
る
。

(
一
)

(
五

)

(
九

)

(
三
)

(
モ
)

(
三

)

(
二
五
)

(
二
九
)

(
三
三
)

牛
窓
櫨
話

乾
峰
法
身

萬
法
不
侶

黄
巣
后
創

至
道
無
難

兜
率
三
語

定
檎
欽
山

水
拮
牛
話

黄
昏
脱
機

(
二
)

(
六

)

(
δ
)

(
西
)

(
穴
)

(
一三
)

(
二
六
)

(
三
〇
)

(
三
四
)

翠
岩
眉
毛

拘
子
無
佛
性

不
見

一
法

頼
爾
不
知

湖
南
報
慈

火
焔
轄
法
輪

論
劫
在
途

龍
不
見
柱

庭
前
栢
樹

(
三

)

(
七

)

(
二
)

(
一五
)

(
充
)

(
二
三
)

(
ニ
ゼ
)

(
三

)

(
三
五
)

死
人
無
籔

有
句
無
句

會
如
來
暉

金
牛
喫
飯

松
源
三
轄

黄
桀
打
臨
濟

孤
峯
出
身

萬
頃
荒
田

盧
堂
控
杖

(
四

)

(
八

)

(
三

)

(
一六
)

(
二
〇
)

(
二
四
)

(
二
八
)

(
一三
)

(
三
六
)

香
嚴
樹
上

好
雪
片
々

璽
雲
桃
花

一
物
不
將
來

黄
龍
三
關

赤
肉
團
話

傳
語
徳
山

綴
退
果
卓

是
凡
是
聖
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百
丈
再
参

佑
花
微
笑

楊
岐
問
慈
明

法
燈
示
衆

楊
岐
薄
幅

徳
山
托
鉢

法
眼
拮
云

南
泉
猫
兇

女
子
出
定

智
門
蓮
花

蓮
花
控
杖

雲
門

普

花
薬
欄

雲
門
尿
薇

儒
問
慈
明
佛

倒

一
説

三

玄

(

喜施 躍 施 §§§総 鋒 箋
出
不
出
話

堂
信
看
経

雪
實
示
衆

藥
山
久
不
上
堂

雪
寳
二
龍

香
林
坐
久

圓
明
云
大
小
徳
山

趙
州
草
鮭

清
澤
行
者

保
頑
遊
山

雲
門
禮
露

雲
門

露

慈
明

一
畝
三
蛇

趙
州
三
轄
語

禾
粟
豆

雲
門
胡
餅

三

要

(
一((((((((((((( (((g九九 九 八 八 七

七 七 六 六 五 五 五 四 四 三二 九 五 一 七 三 九 五 一 七 三 九 五 一 七 三 九
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寒
山
茄
串

良
途
参
麻
谷

六
租
因
僧
問

南
泉
住
庵

櫓
問
趙
州
四
門

粛
宗
門
忠

雪
寳
云
二
老
宿

梁
武
達
磨

鐵
磨
到
潟
山

雪
峰
竈
鼻
蛇

南
泉
参
渥
禦

那
旺
折
骨

雲
門
塵
々
三
昧

子
胡
牌

法
眼
丙
丁
童
子

林
際
四
料
簡

雲
門
三
句

((
一 一(((((((((((((((

霞8朶 杢 《 茜 合 芙 竺 交 奢 杏 美 至 只 囲 署
)))))))))))))))))

陞
座
白
槌
叢

丹
霞
焼
佛

趙
州
因
信
問
鷹

洞
山
寒
暑
到
來

法
眼
慧
超

徳
山
小
参
不
答
話

倶
砥

一
指

馬
祀
日
面
月
面

(雪
寳
五
帝
三
皇
)

僑
問
百
丈

龍
牙
翠
徴

趙
州
薙
萄

茂
饒
木
杓

洞
山
麻
三
斤

雪
峰
韓
毬

雲
門
封

一
読

四
賓
主

雲
門
鑑
嘆
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(
δ
五
)

(
6
九
)

(
二
三
)

(
=
七
)

(
外

)

馬
租
陞
堂

慈
明
冬
至

仰
山
五
老
峰

睦
州
西
峰

馬
師
翫
月

(
6
六
)

(
二
〇
)

(
一
西
)

(
二
八
)

(
外

)

大
階

一
亀

香
林
謹
無

趙
州
二
時

死
蛇
藍
子

大
川
蜘
蛛
頒

(
6
七
)

(
一
二
)

(
二
五
)

(
二
九
)

麻
谷
持
錫

古
人
頚
風
幡

門
竿
例
却

夜
明
符
天
曉

宗
峰
三
轄
語

(
6
八
)

大
晴
劫
火

(
一三
)

世
尊
浬
繋

(
二
六
)

雨
庭
不
答

(
三
〇
)

毫
山
婆
子

こ
の
書
の
目
録
に
畢
げ
ら
れ
た
項
目
で
は

「馬
師
翫
月
」
を
以
て
百
二
十
則
と
し
て
敷
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
そ

の
内
容
に
お
い
て
は

「
馬
師
翫
月
」

「
大
川
蜘
蛛
」
と
を
番
外
と
し
、
そ
し
て
さ
ら
に

「
宗
峰
三
轄
」
語
を
附
加
し
た
こ
と
に
な
つ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
鈴
木

博
士
は

「
内
容
と
目
録
と
の
喰
違

い
は
、
目
録
に

『
雲
寳
五
帝
三
皇
』
を
別
項
と
し
て
書
き
入
れ
た
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
濁
立
の

も
の
で
は
な
く
て
、

『
馬
祀
日
面
月
面
』
の

一
部
で
あ
る
。
正
宗
暉
帥
の
書
き
誤
り
を
、
後
に
誰
か
が
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
各
項
を
勘
定
し

て
番
號
を
朱
書
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
目
録
と
内
容
と
の
敷
え
方
が
違
つ
て
來
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
目
録
に
お
い
て
は

「
三
玄
三
要
」
を

一
項
目
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
内
容
に
お
い
て
は

「
三
玄
」
と

「
三
要
」
と
を
分
け
て
別
の
則
と
し
て
い
る
。
そ
れ

で

「
雪
寳
五
帝
三
皇
」
を
別
則
と
し
て
数
え
な
く
て
も
、

「
三
玄
」
と

「
三
要
」
と
を
分
け
て
敷
え
れ
ば
、
依
然
と
し
て
、

「
馬
師
翫
月
」

「
大
川
蜘
蛛
」

「
宗
峰
三
轄
語
」
の
三
則
は
番
外
や
附
加
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し

(六
〇)
「
徳
山
小
参
不
答
話
」

(六
一)
「
法
眼
拮
云
」

(六二
)
「
圓
明
云
大
小
徳
山
」

(六三
)
「雪
寳
云
二
老
宿
」
の
四
則
は
關
連
性
を
も

つ
た
も
の
と
み
る
な
ら
ば
、
三
則
減

ず
る
こ
と
に
な
る
か
ら

「
馬
師
翫
月
」

「
大
川
蜘
蛛
」

「宗
峰
三
轄
語
」
は
附
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
大
燈
國
師
百
二
十
則
の
中
に
敷

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察
す
る
と
、
鈴
木
博
士
が
い
う
よ
う
に

『
此
書
は
元
來

『
百

二
十
則
』
と
し
て
傳
え
ら
れ
た
も
の

を
、

正
宗
暉
師
に
至
り
て
二
則
を
新
た
に
見
付
け
て
附
加
し
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
又
更
に

『
大
燈
三
轄
語
』
を
添

へ
た
も
の
で

あ
ろ
う
」
と
は
い
え
な
く
な
る
。
最
後
の

「宗
峰
三
轄
語
」
ま
で
敷
え
て
、
表
題
通
り
百
二
十
則
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
ま
た
末
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、

尾
に

「
百
二
十
則
開
山
下
語
蛇
大
鷹
國
帥

一
拶
」
と
あ
り
、
各
則
の
語
に
大
燈

の
下
語
が
あ
り
、
大
鷹
國
師
の

一
拶
が

、
(
一
)
牛
窓
櫨
話
、

(
八
)
好
雪
片
々
、

(
九
)
萬
法
不
侶
、

(璽
)
拮
花
微
笑
、

(
6
九
)
慈
明
冬
至
等
に
見
う
け
ら
れ
る
。

こ
の
原
本
は
大
徳
寺
に
傳
わ
り
、
徹
翁

一
派
の
暉
檜
に
よ
つ
て
織
承
さ
れ
た
も
の
を
、
正
受
庵
の
清
庵
宗
胃

(正
宗
輝
師
)
に
よ
つ
て
書

篤
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
妙
心
寺
の
關
山
派
に
お
い
て
も
傳
つ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

関
山
三
世
の
法
孫
無
因
宗
因

の
法
嗣
に
春
夫
宗
宿
が
あ
り
、
春
夫

に
よ
つ
て
關
山
の
暉
は
五
山
に
流
れ
た
。
春
夫
宗
宿
、
温
中
宗
純
、
明
室

宗
許

と
嗣
承
し
、
明
室
剃
度

の
弟
子
に
三
江
紹
盆
が
あ
る
。
三
江
は
明
室
の
浸
後
、
妙
心
寺
の
南
北
玄
興
に
つ
き
修
道
し
て
印
可
さ
れ
、
の

ち
建
仁
寺

の
長
老
と
な
り
元
和
元
年

(
一
六
二
二
)
高
墓
寺
の
開
山
と
し
て
舞
請
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
こ
の
三
江
紹
盆

の
傳
寓
し
た
も
の
に

ま
た

「大
燈
百

二
十
則
」
な
る
も
の
が
あ
る
。

こ
れ
は
清
庵
の
傳
篤
し
た

「
大
燈
國
師
百

二
十
則
」
と
は
略
々
内
容
を
同
じ
く
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
爾
者
を
比
較
す
る
と
、
三
江
紹
盆
の

「
大
燈
百
二
十
則
」
に
は

「
法
眼
拮
云
」

「
圓
明
云
大
小
徳
山
」

「
雪
寳
云
二
老
宿
」
等

の

項
目

は
な
い
。
こ
れ
ら
は

「
徳
山
小
参
不
答
話
」
の
則
に
關
連
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ
の
則
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

「法
眼
拮
云
」

「
圓
明
云
大
小
徳
山
」

「雪
寳
云
二
老
宿
」
の
三
項
目
と
、
さ
き
に
い
う

「
雪
寳
五
帝

三
皇
」
は

「馬
租
日
面
月
面
」

に
含
ま
る
も
の
で
、

則
と
し
て
塞
げ
て
い
な
い
か
ら
、
四
項
目
減
ず
る
こ
と
に
な
る
が
、
三
江
の

「
大
燈
百
二
十
則
」
の
方
で
も
、

「
三
玄

三
要
」
.を
二
則
に
分

け
、

「
臨
濟
三
玄
」

「
臨
濟
三
要
」
と
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て

「宗
峰
三
轄
語
」
ま
で
敷
え
て
百

二
十
則
と
し
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
清

庵
宗
胃

(正
宗
輝
師
)
の
傳
篤
し
た

「
大
燈
國
師
百
二
十
則
」
も

「
馬
師
翫
月
」

「大
川
蜘
蛛
頒
」

「
宗
峰
三
轄
語
」
を
含
め
て
百
二
十
則

で
あ
り
、
番
外
や
追
加
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
大
燈
の
室
内
は
大
艦
に
お
い
て
古
則
百

二
十
則
を
内
容
と
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



33大 燈輝の濁 自性

二

 

い
ま
こ
の
大
燈
國
師
百

二
十
則
の
各
則
が
い
か
な
る
経
典
租
録
が
依
用
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

し
か
し
い
ま
こ
こ
に
お
い
て
は
各
則
の
出
典
と
そ
の
則
が
拮
提
さ
れ
て
い
る
語
録
に
つ
い
て
睾
げ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
牛
窓
櫨
話

五
租
演
云
、
牛
過
窓
櫨
、
頭
角
四
蹄
都
出
、
尾
巴
因
甚
出
不
得

(出
典
)
密
庵
録
小
参

(大
正
藏
四
七
ノ
九
七
四
B
)
無
門
關
第
三
十
八
則
、

暉
宗
頬
古
聯
珠
通
集
第
三
十
九

(縮
藏
騰
三
ノ
百
+
一
左
)
、
大

燈
録
巻
上

二
、
翠
巖
眉
毛

翠
巖
夏
末
示
衆
云
、

一
夏
已
來
與
兄
弟
東
説
西
話
、
看
翠
巖
有
眉
毛
慶
、
保
幅
云
、
作
賊
人
虚
、
長
慶
云
、
生
也
、
雲
門
云
、
關

(出
典
)
雲
門
廣
録
巻
中
室
中
語
要

へ縮
藏
騰
五
ノ
三
+
右
)、
碧
巖
集
第
八
則
、
虚
堂
録
巻
五

(頒
古
)、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)

三
、
死
人
無
激

雲
門

云
、
平
地
上
死
人
無
数
、
出
得
荊
棘
林
始
是
好
手
、
時
有
僧
出
云
、
急
腰
則
堂
中
第

一
座
有
長
庭
、
門
云
、
蘇
嘘

々
々

(出
典
)
雲
門
廣
録
巻
中
室
申
語
要

(縮
藏
騰
五
ノ
ニ
+
八
右
)、
法
演
輝
師
語
録
巻
上

(大
正
藏
四
七
ノ
六
五
三
B
)、

盧
堂
録
巻
三

(育
王
語

録
)、
同
巻
五

へ頒
古
)、
黄
龍
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
一一=

A
)

四
、
香
嚴
上
樹

香
嚴
示
衆
云
、
如
人
上
樹
、

口
御
樹
枝
、
脚
不
踏
樹
枝
、
手
不
饗
樹
枝
、

樹
下
忽
有
人
問
租
師
西
來
意
、

不
答
違
他
所
問
、

答
師
喪
身
失

命
、
如
何
師
是
、
虎
頭
上
座
出
衆
云
、
樹
上
且
置
樹
下

一
句
道
將
來
、
香
嚴
呵
々
大
笑
、
雪
實
云
、
樹
上
易
道
樹
下
難
道
、
老
檜
上
樹

一
句
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道
將
來(出

典
)
無
門
關
第
五
則
、
景
徳
傳
燈
録
十

一
(香
嚴
の
章
)
、
扮
陽
録
巻
中

(大
正
藏
四
七
ノ
六

一
三
B
)、
明
覧
録
巻

三

(大
正
藏
四
七
ゾ
六

八
五
C
)、
宏
智
{廣
録
巻
三

(大
正
藏
四
八
ノ
ニ
八
A
)

五
、
乾
峯
法
身

.

乾
峯
示
衆
云
、
法
身
有
二
種
光
三
種
病
、

一
々
透
得
臨
家
須
穏
坐
、
雲
門
出
衆
云
、
庵
内
人
爲
甚
不
見
庵
外
事
、
峯
呵

々
大
笑
、
門
云
、
猫

是
學
人
疑
庭
在
、
峯
云
、
爾
是
什
慶
心
行
、
門
云
、
要
和
尚
相
委
悉
、
峯
云
、
爾
與
慶
可
解
穏
坐
地
、
門
云
、
諾
々

(
出
典
)
雲
門
廣
録
巻
下

(縮
藏
騰
五
ノ
四
三
右
)
、
虚
堂
録
巻
五

(頒
古
)、
大
鷹
録

(建
長
寺
語
録
)、
宏
智
廣
録
巻
三

(大
正
藏
四
八
ノ
ニ
九

A
)
、
縦
容
録
第
十

一
則

(大
正
藏
四
八
ノ
≡
二
四
A
)

六
、
狗
子
無
佛
性

趙
州
因
信
問
、
狗
子
還
有
佛
性
也
無
、
州
云
、
無
、
檜
云
、

一
切
蚕
動
含
璽
皆
有
佛
性
、
爲
甚
狗
子
還
無
佛
性
、
州
云
、
爲
伊
有
業
識
性

(
出
典
)
無
門
關
第

一
則
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
三
右
)
、
法
演
暉
師
語
録
巻
下

(大
正
藏
四
七
ノ
六
六
五
B
)、
同

(大
正
藏
四
七
ノ
六
六
六

偶
頒
)、
大
恵
頒
古
第
三
十
二
則

七
、
有
句
無
句

漂
山
大
安
暉
師
云
、
有
句
無
句
如
藤
筒
樹
、
疎
山
云
、
樹
倒
藤
枯
句
蹄
何
庭
、
濾
山
放
下
泥
盤
呵
々
大
笑
、
疎
山
云
、
某
申
不
遠
千
里
特
爲

箇
事
來
、
莫
欺
學
人
、
濾
山
喚
侍
者
與
草
鞍
銭
去
、
儲
後
有
濁
眼
龍
與
禰
説
破
、
後
到
明
招
學
前
話
、
招
云
、
濡
山
頭
正
尾
正
只
是
未
逢
知

音
、
疎
山
云
、
忽
然
樹
倒
藤
枯
句
鋸
何
庭
、
招
云
、
更
教
濾
山
笑
轄
新
、
疎
山
於
言
下
大
悟
云
、
潟
山
元
來
笑
中
有
刀

(
出
典
)
暉
宗
頒
古
聯
珠
通
集
巻
第
三
十

へ縮
藏
騰
三
ノ
六
五
左
)、
虚
堂
録
巻
三

(育
王
語
録
)、
同
巻
四
.(普
論
)
、
五
燈
會
元
巻
十
三

(疎

山
の
章
)
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八
、
好
雪
片
々

廃
居
士
群
藥
山
、
山
命
十
人
輝
客
相
迭
到
門
首
、
士
指
空
中
雪
云
、
好
雪
片
々
不
落
別
威
、
時
有
全
暉
客
云
、
落
在
甚
庭
、
士
打

一
掌
、
全

云
、

居
士
不
得
早

々
、
士
云
、
爾
與
塵
構
暉
客
闘
老
子
不
許
爾
在
、
全
云
、
居
士
又
作
腰
生
、
士
又
打

一
掌
云
、
眼
見
如
盲
口
説
如
唖
、
雪

む

寳
別
云
、
初
間
庭
但
握
雪
團
便
打

註

原
丈
に
は

「握
」
を

「蓬
」
と
あ
る
が
、
い
ま
は
碧
巖
集
に
よ
つ
て
改
む
。

(出
典
)
碧
巖
集
第
四
十
二
則
、
盧
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)

九
、
萬
法
不
侶

馬
祀
因
廃
居
士
問
、
不
與
萬
法
爲
侶
者
是
什
腰
人
、
租
云
、
待
爾

一
口
吸
霊
西
江
水
便
向
禰
道

(
出
典
)
碧
巖
集
第
四
十
二
則

(本
則
評
唱
)、
黄
梅
東
山
演
和
爾
語
録
、(縮
藏
騰
五
ノ
六
二
左
)
、
法
演
暉
師
語
録
春
中

(大
正
藏
四
七
ノ
五
六

七
A
)
、
虚
堂
録
巻

二

(寳
林
語
録
)、
同
巻
三

(脛
山
語
録
)
、
同
七
巻

(偶
頒
)、
同
八
巻

(浮
慈
後
録
)、
馬
租
録

(縮
藏
騰
四
ノ
五
九
右
)
、
大

恵
頒
古

(大
正
藏
四
七
ノ
八
五
五
A
)
、
暉
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
十
四

(縮
藏
騰
ニ
ノ
九
六
右
)、
景
徳
傳
燈
録
春
八

(寵
居
士
の
章
)

一
〇
、
不
見

一
法

玄
沙
問
鏡
清
、
不
見

一
法
是
大
過
患
、
清
指
露
柱
云
、
莫
是
不
見
者
箇
法
慶
、
沙
云
、
漸
中
清
水
白
米
從
爾
喫
佛
法
未
在

(出
典
)
明
覧
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
九
}
c
)
、
盧
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)、
.景
徳
傳
燈
録
巻
十
八

(玄
沙
の
童

、
宏
智

廣
録
第
三

(大
正
藏
四
八
ノ
ニ
八
B
)、
大
恵
頑
古
第
七
十
六
則
、
暉
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
三
十

一
(縮
藏
縢
三
ノ
七
三
右
)

=

、
會
如
來
輝

仰

山
謂
香
嚴
云
、
如
來
暉
許
師
兄
會
、
租
師
暉
未
夢
見
在

(
出
　典
)
景
価
応傳
一燈
納録
巻
十

一
(仰
山
の
章
)。
虚
一堂
歯録
巻
二

(費
林
語
録
)

●
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一
二
、
蜜
雲
桃
花

験
雲
見
桃
花
悟
道
、
玄
沙
云
、
諦
當
甚
諦
當
、
敢
保
老
兄
未
徹
在
、
雲
門
云
、
読
甚
徹
不
徹
更
参
三
十
年
、

(
出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十

一
(璽
雲
の
章
)、
虚
堂
録
春

一

(報
恩
語
録
)、
同
巻
二
、

(賓
林
語
録
)
、
大
恵
頒
古
第
七
十
五
則

(大
正
藏
四

七
ノ
八
五
三
C
)、
扮
陽
罵録
巻
中

へ大
正
藏
四
八
ノ
六
〇
九
A
)

一
三
、
黄
巣
後
剣

岩
頭
問
櫓
從
甚
庭
來
、
檜
云
西
京
、
頭
云
、
黄
巣
過
後
還
牧
得
剣
慶
、
櫓
云
、
牧
得
、
頭
引
頸
云
因
、
曾
云
、
師
頭
落
也
、
頭
呵
々
大
笑
、

曾
後
到
雪
峰
、
峰
問
什
慶
庭
來
、
僧
云
岩
頭
來
、
峰
云
、
有
什
慶
言
句
、
曾
摯
前
話
、
雪
峰
打
三
十
榛
起
出

(
出
典
)
碧
巖
集
第
六
十
六
則
、
虚
堂
録
巻

一

(延
頑
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
六

へ岩
頭
の
章
)

一
四
、
頼
爾
不
知

長
髭
廊
見
信
問
訊
云
、
歩
々
是
汝
謹
明
威
還
知
腰
、
櫓
云
不
知
、
髭
云
、
頼
爾
不
知
、
若
知
我
堪
作
甚
腰
、
曾
禮
舞

●

(出
典
)
虚
堂
録
巻

一
(顯
孝
語
録
)

一
五
、
金
牛
喫
飯

金
牛
毎
日
齋
時
自
將
飯
於
曾
堂
作
舞
、
呵

々
大
笑
云
、
菩
薩
子
喫
飯
來

(出
典
)
碧
巖
集
第
七
十
西
則
、
虚
堂
録
巻

一
(顯
孝
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
八

(金
牛
の
章
)

一
六
、

一
物
不
將
來

趙
州
因
櫓
問
、

一
物
不
將
來
時
如
何
、
州
云
、
放
下
着
、
曾
云
、
既
是
不
將
來
放
下
箇
甚
腰
、
州
云
、
放
不
下
携
取

(出
典
)
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
七
右
)、
虚
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)
、

黄
龍
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
三
二
A
)、

宏
智
録
巻
二

(大
正
藏
四
八

ノ
ニ
三
C
)
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一
七
、
至
道
無
難
…

趙
州
因
僧
問
、
至
道
無
難
唯
嫌
棟
揮
、
是
時
人
案
窟
否
、
州
云
、
曾
有
問
我
直
得
五
年
分
疎
不
下

(
出
典
)
碧
巖
集
五
十
八
則
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
一
右
)、
雲
門
廣
録
春
中

(垂
示
代
語
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)、
同

(参
詳
語
要
)

一
八
、
湖
南
報
慈

雲
門
因
洞
山
到
、
問
云
、

近
離
甚
威
、
山
云
、
査
渡
、
門
云
、

夏
在
甚
虞
、
山
云
、

湖
南
報
慈
、
門
云
洋
幾
時
離
彼
、

八
月
二
十
五
、
門

云
、
放
爾
三
頓
棒
、
山
次
日
問
云
、
昨
日
蒙
和
尚
放
三
頓
棒
、
不
知
過
在
何
庭
、
門
云
、
飯
袋
子
江
西
湖
南
便
與
慶
去
、
山
於
言
下
有
省

(
出
典
)
無
門
關
第
十
五
則

(洞
山
三
頓
)
、
明
覧
録
毬
三

(大
正
藏
四
七
ノ
六
八
六
C
)
、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、

景
徳
傳
燈
録
巻
二
十

三

(洞
山
初
の
章
)
、
五
燈
會
元
巻
十
五

(洞
山
守
初
の
章
)

一
九
、
松
源
三
轄

松
源

三
縛
語
、
大
力
量
人
因
甚
擁
脚
不
起
、
開
口
因
甚
不
在
舌
頭
上
、
明
眼
柄
曾
因
甚
脚
践
下
紅
練
線
不
紹

(出
典
)
虚
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
後
録
)、

無
門
關
第

二
十
則

(大
力
量

人
)二

〇
、
黄
龍
三
關

黄
龍

三
闘
、
我
手
何
似
佛
手
、
我
脚
何
似
騨
脚
、
如
何
是
汝
生
縁
庭

(出
典
)
無
門
關
附
則
、
虚
堂
録
春
四

(普
説
)
、
大
慮
録

(建
長
寺
語
録
)
、
績
傳
燈
録
巻
七

(大
正
藏
五
一
ノ
五
〇
六
c
)

二
一L、
兜
率
三
圖

兜
率

三
轄
語
、
擾
草
参
玄
但
圖
見
性
、
印
今
上
人
性
在
甚
虞
、
既
得
見
性
腕
生
死
、
眼
光
落
地
時
作
腰
生
脱
、
既
脱
生
死
知
去
威
、
四
大
分

離
時
向
何
庭
去
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(
出
典
)
無
門
關
第
四
十
七
則
、
大
鷹
録

(崇
頑
寺
語
録
)

二
二
、
火
焔
轄
法
輪

雪
峰

云
、
三
世
諸
佛
向
火
焔
上
轄
大
法
輪
、
雲
門
云
、
火
焔
爲
三
世
諸
佛
読
法
、
三
世
諸
佛
立
地
聴

(
出
典
)
雲
門
廣
録
巻
中

(室
中
語
要
)、
虚
堂
録
巻
五

(頒
古
4、
五
燈
會
元
巻
十
五

(雲
門
の
章
)

二
三
、
黄
巣
打
臨
濟

黄
壁
ハ
山ハ
十
棒
　打
林
際

(
出
典
)
臨
濟
録

(行
録
第

一
)、
虚
堂
録
春

一
(
延
幅
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)
、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
二

(臨
濟
の
章
)

二
四
、
赤
肉
團
話

林
際
示
衆
、
赤
肉
團
上
有

一
無
位
眞
人
、
常
在
爾
諸
人
面
門
出
入
、
未
詮
壕
者
看
々
、
時
有
檜
問
云
、
如
何
是
無
位
眞

人
、
臨
濟
下
縄
床
檎

住
云
、
道
々
、
檜
擬
議
、
濟
托
開
云
、
無
位
眞
人
是
什
慶
乾
尿
薇

(
出
典
)
臨
濟
録

(上
堂
)、
明
覧
録
巻
二

(大
正
藏
巻
四
七
ノ
六
七
六
C
)、

虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、

大
鷹
録

(崇
福
寺
語
録
)、
大
燈
録

(
大
徳
寺
語
録
)
、
同

(参
詳
語
要
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
二

(臨
濟
の
章
)

二
五
、
定
檎
欽
山

岩
頭

雪
峰
欽
山
共
去
欲
舞
臨
濟
、
路
逢
定
上
座
云
云
、
欽
山
云
、
何
不
道
非
無
位
眞
人
、
定
上
座
檎
住
欽
山
云
、
無
位
眞
人
與
非
無
位
眞
人

相
去
多
少
、
速
道
速
道
欽
山
色
動
不
能
封
、
岩
頭
雪
峰
働
解
定
上
座
云
、
若
不
看
者
爾
凍
膿
面
、
墾
殺
者
尿
床
鬼
子

(
出
典
)
碧
巖
第
三
十
二
則
ノ
類
則
、
虚
堂
録
巻

一

(報
恩
寺
語
録
)

二
六
、
論
劫
在
洗逐

臨
濟

上
堂
云
、
有

一
人
論
劫
在
途
中
不
離
家
舎
、
有

一
人
離
家
舎
不
在
途
中
、
那
箇
合
受
人
天
供
養
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(出
典
)
臨
濟
録

(上
堂
第
八
)、
盧
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、
大
燈
録

(拮
古
～

二
七
、
孤
峰
出
身

臨
濟
上
堂
云
、

一
人
在
孤
峰
頂
上
無
出
身
路
、

一
人
在
十
字
街
頭
無
向
背
、
旦
道
、
那
箇
在
前
、
那
箇
在
後
、
不
作
維
摩
詰
、
不
作
傳
大
士

(出
典
)
臨
濟
録

(上
堂
第
七
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
後
録
、
拮
古
)

二
八
、
傳
語
徳
山

林
際
令
侍
者
傳
語
徳
山
、
侍
者
云
、
徳
山
要
打
人
、
濟
云
、
爾
去
待
伊
拮
棒
接
住
與

一
迭
管
取
不
打
爾
、
侍
者
依
所
教
果
然
不
打
、
騙
墾
似

臨
濟
、
濟
云
、
我
從
來
疑
着
者
漢

(出
典
)
臨
濟
録

(勘
辮
第
十

一
)、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
五

(徳
山
の
章
)、
大
燈
録

(拮
古
)

二
九
、
水
拮
牛
話

南
泉
因
趙
州
問
、
知
有
底
人
向
甚
旗
去
、
泉
云
、
山
前
檀
越
家
作

↓
頭
水
拮
牛
去
、
州
云
、
謝
師
答
話
、
泉
云
、
昨
夜

三
更
月
到
窓

(出
典
)
趙
州
眞
際
暉
師
語
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
〇
左
)、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
八

(南
泉
の
章
)

三
〇
、
龍
不
見
柱

龍
齋

示
衆
云
、
是
柱
不
見
柱
、
是
非
已
去
了
、
是
非
裏
薦
取

(出
典
)
繹
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
三
十
六

(縮
藏
騰
三
ノ
九
八
右
)
、
虚
堂
録
巻
四

(讐
林
普
読
)、
同
巻
五

(頒
古
)

三

一
、
萬
頃
荒
田

香
林
因
櫓
問
、
萬
頃
荒
田
是
誰
爲
主
、
林
云
、
看
看
騰
月
蓋

(出
典
)
縄
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
三
十
五

(縮
藏
騰
三
ノ
九
三
右
)、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
、
同
後
録
)
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三
二
、
綴
退
果
卓

洞
山
冬
夜
喫
菓
子
次
問
泰
首
座
、
有

一
物
黒
似
漆
、
常
在
動
用
在
用
申
牧
不
得
、
過
在
甚
庭
、
泰
首
座
云
、
過
動
用
中
、
山
令
侍
者
綴
退
果

卓

(
出
典
)
琿
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
二
十
四

(縮
藏
騰
三
ノ
三
八
右
)、
盧
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
同
巻
三

(樫
山
語
録
)
、
景
徳
傳
燈
録
巻
十

五

(洞
山
良
扮
の
章
)、
五
燈
[會
一兀
巻
十
一二
(洞
山
良
扮
の
章
)

三
三
、
黄
昏
脱
機

。

舜
老
夫
云
、
黄
昏
脱
籠
打
睡
、
農
朝
起
來
旋
繋
行
纒
、
夜
來
風
吹
饒
倒
、
知
事
普
譜
、
奴
子
舅
機
縛
起

(出
典
)
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
五
燈
會
元
巻
十
五

(雲
居
曉
舜
の
章
)

三
四
、
庭
前
栢
樹

僧
問
趙
州
、
如
何
是
租
師
西
來
意
、
州
云
庭
前
栢
樹
子
、
覧
鐵
砦
到
法
眼
、
眼
問
、
趙
州
有
箇
庭
前
栢
樹
子
話
、
是
也
無
、
砦
云
、
先
師
無

此
語
、
莫
諺
先
師
、
眼
云
、
眞
師
子
児
能
師
子
吼

(
出
典
)
無
門
關
第
三
十
七
則
、

趙
州
録

(縮
藏
縢
五
ノ
一
〇
左
)、

虚
堂
録
巻

一
(顯
孝
語
録
)、
同
春
五

(頒
古
)、

大
鷹
録

(法
語
)
、
扮

陽

録
巻
中

(大
正
藏
四
七
ノ
六
一
〇
c
)、
楊
岐
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
四
五
B
)
、
五
燈
會
元
巻
四

(趙
州
の
章
)

三
四
、
虚
堂
控
杖

虚
堂
和
尚
云
、
控
杖
子
尋
常
口
咀
々
地
道
、
我
能
縦
能
奪
能
殺
能
活
、
及
問
他
遠
法
師
因
甚
不
過
虎
漢
、
便
道
不
得
、
旦
道
病
在
那
裏

(出
典
)
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)

三
六
、
是
凡
是
聖

岩
頭
見
徳
山
便
問
、
是
凡
是
聖
、
山
便
喝
、
頭
便
禮
舞
、
後
來
洞
山
聞
云
ハ
當
時
若
不
是
歳
公
、
也
大
難
承
當
、
岩
頭

聞
云
、
洞
山
老
漢
不
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識
好
悪(出

典
)
虚
堂
録
巻
三

(育
王
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
六

(巖
頭
の
章
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
後
録
)

三
七
、
百
丈
再
参

馬
租

因
百
丈
再
参
、
租
次
目
覗
暉
床
角
彿
子
、
丈
云
、
師
此
用
離
此
用
、
租
云
、
爾
向
後
開
爾
片
皮
、
將
何
爲
人
、
丈

竪
起
佛
子
、
租
云
、

郎
此
用
離
此
用
、
丈
掛
沸
子
薔
威
、
租
振
威

一
喝
、
丈
三
日
耳
聾

(出
典
)
百
丈
録

(縮
藏
縢
四
ノ
五
九
左
)
、
黄
巣
録

(縮
藏
騰
四
ノ
六
六
右
)
、

虚
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)、

景
徳
傳
燈
録

巻

六

(
百
丈
の
章
)、
五
燈
會
元
巻
三

(百
丈
の
章
)

三
八
、
出
不
出
話

三
聖
道
、
我
逢
人
則
出
、
出
則
不
爲
人
、
興
化
道
、
我
逢
人
則
不
出
、
出
則
爲
人

(出
典
)
虚
堂
録
巻

一
(興
聖
語
録
、
報
恩
語
録
)、
法
演
暉
師
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
六
五
B
)

三
九
、
寒
山
茄
串

寒
山
子
因
衆
檜
実
茄
子
次
、
將
茄
串
向

一
櫓
背
上
打
、
鱈
同
首
、
寒
山
呈
起
茄
串
云
、
是
甚
腰
、
信
云
、
風
顛
漢
、
寒
山
向
傍
僧
云
、
禰
道

者
櫓
費
多
少
盤
醤

(出
典
)
盧
堂
録
巻

一

(報
恩
語
録
)、
五
燈
會
元
巻

二

(天
台
山
寒
山
子
の
章
)

四
〇
、
陞
座
白
槌

世
尊

一
日
陞
座
、
衆
集
定
、
文
殊
白
槌
云
、
諦
観
法
王
法
、
法
王
法
如
是
、
世
尊
便
下
座
、

(出
典
)
碧
巖
集
第
九
十
二
則

(世
尊
陞
座
)、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
輝
宗
頒
古
聯
珠
通
集

(縮
藏
騰
ニ
ノ
四
七
左
)
、

大
燈
録

(大
徳

寺
語
録
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四

一
、
沽
花
微
笑

世
尊
拮
花
、
曾
問
如
何
是
正
法
眼
藏
、
曾
問
有
分
付
耶
無
分
付
耶
、
師
云
、
承
虚
接
響
、
僧
云
、
只
印
今
日
暖
風
和
、
百
花
競
開
、
向
何
虞

見
世
尊
、
師
云
、
當
面
蹉
過
、
僧
云
、
霰
山

一
會
綴
然
未
散
、
轡
、
師
云
、
見
得

一
牛
、
曾
禮
拝
、
迦
葉
徴
笑

(
出
典
)
無
門
關
第
六
則
、
盧
堂
録
春
九

(脛
山
後
録
)
、
五
燈
會
元
倦

一
(世
尊
の
章
)、
大
鷹
録

(崇
編
寺
語
録
)
、
大
燈
録
(大
徳
寺
語
録
)

四

二
、
堂
信
看
経

王
常
侍
訪
臨
濟
、
問
云
、
者

一
堂
曾
還
看
経
否
、
濟
云
、
不
看
経
、
侍
又
問
、
還
習
縄
磨
、
濟
云
、
不
習
暉
、
侍
云
、
経
不
看
暉
不
習
箇
作

甚
腰
、
濟
云
、
総
教
伊
成
佛
作
祀
去
、
侍
云
、
金
屑
錐
貴
落
眼
成
殴羽

(
出
典
)
臨
濟
録

(勘
辮
+
二
)、
盧
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)
、
同
巻
三

(径
山
語
録
)

四
三
、
良
途
参
麻
谷

良
途
座
主
参
麻
谷
、
谷
見
來
携
鎧
去
鋤
草
、
次
日
又
來
、
谷
便
閉
却
門
、
良
途
因
此
契
悟
、
乃
云
、
和
尚
莫
護
良
途
好
、
若
不
來
見
和
尚
、

幾
被
十
二
分
教
誤
却

一
生
、
途
將
房
計
費
却
作

一
罷
講
齋
、
示
衆
云
、
如
何
是
良
途
知
庭
、
僧
出
便
禮
拝
退
、
又
問
、
如
何
是
諸
人
不
知
虞

(
出
曲
ハ)
雲
門
廣
録
巻
中

(室
中
語
要
)、
盧
堂
録
巻

一

(顯
孝
語
録
)、
同
巻
六

(佛
祀
讃
)
、
五
燈
會
元
巻
四

(良
途
の
章
)

四
、
丹
霞
焼
佛

丹
霞

焼
木
佛
、
院
主
看
眉
髪
堕
落

(出
典
)
虚
堂
録
春

一
(報
恩
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
四

(丹
霞
の
章
)、
五
燈
會
元
巻
五

(丹
霞
の
章
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)

四
五
、
楊
岐
問
慈
明

楊
岐
問
慈
明
云
、
幽
鳥
語
哺
々
僻
、
雲
入
齪
峯
時
如
何
、
明
云
、
我
行
荒
草
裏
、
汝
又
入
深
村
、
岐
云
、
官
不
容
針
、
更
借

一
問
得
慶
、
明

便
喝
、
岐
又
喝
、
明
連
喝
爾
喝
、
岐
禮
葬
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(出
典
)
暉
宗
類
古
聯
珠
通
集
第
三
十
九

(縮
藏
縢
三
ノ
一
〇
九
右
)
、
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)
、
五
燈
会
元
春
十
九

(楊
岐
方
會
の
章
)

四
六
、
雪
寳
示
衆

雪
寳
示
衆
、
春
山
愚
齪
青
、
春
水
濠
虚
碧
、
蓼
々
天
地
問
、
濁
立
望
何
極
、
虚
堂
拮
云
、
乳
峯
年
老
思
郷
、
東
望
西
望

(出
典
)
明
覧
郡
師
語
録
第
二

(大
正
藏
四
七
ノ
六
七
九
c
)・
虚
堂
録
巻

一
(興
聖
語
録
)・
績
傳
燈
録
巻
二

(雪
寳
の
章
)

四
七
、
六
租
因
信
問

六
租
因
櫓
問
、
黄
梅
意
旨
是
什
慶
人
得
、
祀
云
、
會
佛
法
人
得
、
信
云
、
和
省
還
得
否
、
租
云
、
不
得
、
信
云
、
爲
甚
不
得
、
祀
云
、
我
不

會
佛
法
、
師
問
云
、
禰
意
作
慶
生
、
答
云
、
大
湖
三
萬
六
十
頃
、
月
在
波
心
説
向
誰

(出
曲
ハ)
虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
法
演
暉
師
証
叩
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
五
〇
C
)

四
八
、
趙
州
因
僧
問

趙
州
因
櫓
問
、
學
人
乍
入
叢
林
乞
師
指
示
、
州
云
、
喫
粥
了
也
未
、
信
云
、
喫
粥
了
也
、
州
云
、
洗
鉢
孟
去
、
檜
有
省

(出
典
)
無
門
關
第
七
則

(趙
州
洗
鉢
)
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
五
左
)、
雲
門
廣
録
巻
中

(室
中
語
要
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十

(趙
州
の
章
)

大
燈
録

(参
詳
語
要
)

四
九
、
法
燈
示
衆

法
燈
示
衆
云
、
本
欲
深
藏
岩
整
隠
遁
過
時
、
孚
奈
清
涼
老
人
有
未
了
公
案
、
法
燈
便
打
云
、
租
構
不
了
殊
及
児
孫

(出
典
)
盧
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)
、
五
燈
會
元
巻
十

(金
陵
清
涼
泰
欽
法
燈
輝
師
の
章
)、
宏
智
廣
録
巻
三

(大
正
藏
四
八
ノ
ニ
八
A
)

五
〇
、
藥
山
久
不
上
堂

知
事
云
、
大
衆
久
思
和
尚
示
講
、
山
云
、
打
鐘
着
、
衆
方
集
山
便
揖
却
門
、
知
事
云
、

既
許
大
衆
上
堂
、

爲
甚

ご
言
不
施
、

山
云
、

経
有

経
師
論
有
論
師
、
孚
怪
得
老
曾
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(
出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十
四

(藥
山
の
章
)
、
輝
宗
願
古
聯
珠
通
集
第
十
四

(縮
藏
騰
ニ
ノ
九
八
左
)、
盧
堂
録
巻

一

(報
恩
語
録
)

五

一
、
南
泉
住
庵

南
泉
住
庵
時

一
僧
到
、
泉
云
、
我
上
山
作
務
、
齋
時
倣
飯
喫
了
途

一
分
來
、
其
僧
飯
了
將
家
事

一
時
打
砕
就
床
上
臥
、
泉
伺
久
不
來
途
蹄
見

櫓
臥
泉
亦
臥
、
曾
便
起
去
、
泉
住
山
後
云
、
我
往
年
住
庵
時
、
有
箇
璽
利
道
者
、
至
今
不
見

(出
曲
ハ)
南
泉
並
日願
禮
π師
駈
岨要

(縮
藏
騰
五
ノ
四
左
)
、
糊檸
古爪
頬
古
聯
…珠
通
集
第
十

一
(縮
藏
騰
ニ
ノ
八
四
右
)、

占岨
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、

同
巻
五

(

古
)
、
景
徳
傳
燈
録
巻
八

(南
泉
の
章
)

五
二
、
洞
山
寒
暑
到
來

洞
山
因
曾
問
、
寒
暑
到
來
時
如
何
廻
澄
、
山
云
、
何
不
向
無
寒
暑
庭
去
、
櫓
云
、
如
何
是
無
寒
暑
庭
、
山
云
、
寒
時
寒
殺
闇
梨
、
熱
時
熱
殺

闇
梨

(
出
典
)
洞
山
良
粉
輝
師
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
五
二
一二
C
)、
碧
巖
集
第
四
十
三
則
、

虚
堂
録
巻

一
(報
恩
語
録
)、
同
巻

二

(寳
林
語
録
)
、

大
鷹
録

(興
徳
寺
語
録
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
、
同
後
録
)

五
三
、
楊
岐
薄
幅

楊
岐
示
衆
云
、
薄
輻
住
楊
岐
、
年
來
氣
力
衰
、
寒
風
凋
敗
葉
、
猫
喜
故
人
蹄
、
拮
起
死
柴
頭
且
向
無
姻
火

(
出
血
ハ)
楊
岐
録

(縮
藏
騰
五
ノ
四
五
左
)、
露
㎝堂
録
巻

一

(興
聖
語
録
)

五
四
、
雪
實
二
龍

雪
寳
示
衆
云
、
喩
若
二
龍
孚
珠
有
爪
牙
者
不
得
、
既
是
有
爪
牙
者
爲
什
慶
不
得
、
請
各
下

一
黙
語
看

(
出
典
)
明
覧
暉
師
語
録
巻
二

(大
正
藏
四
七
ノ
六
八
二
A
)、
大
燈
録

(参
詳
語
要
)、
同

(拮
古
)

五
五
、
信
問
趙
州
四
門
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櫓

問

趙

州

、

如

何

是

趙

州

、

州

云

、
東

門

西
門

南

門

北

門

、

櫓

云
、

不

問

這

箇

門

、

州

云

、

爾

問

那

箇

趙

州

㎡

(
出

典

)

碧

巖

集

第

九
則

(趙
州
四
門
)
、

趙

州
録

(縮
藏
騰
五

ノ

一
二
右
)
、

大

燈

欝

(
大
徳
寺
語

銀
)
、

同

(後
録
)

五

六
、

法

眼

甫
瓜
紹
一

む

法
眼
因
恵
超
問
、
恵
超
盗
和
尚
如
何
是
佛
、
眼
云
、
汝
是
恵
超
、
僧
便
悟
去

註

原
本

「佛
」
の
字
な
し
、
い
ま
は
碧
巖
集
に
よ
つ
て
補
う
。

(出
典
)
碧
巖
集
第
七
則

(慧
超
問
佛
)

五
七
、
徳
山
托
鉢

徳
山

一
日
齋
晩
老
子
托
鉢
自
方
丈
下
來
、

時
雪
峯
爲
飯
頭
見
云
、

鼓
未
響
鐘
未
鳴
、

老
子
托
鉢
向
什
腰
威
去
、

徳
山
低
頭
編
方
丈
、
岩
頭

云
、
徳
山
老
漢
未
會
末
後
句
在
、
山
云
、
禰
不
肯
老
曾
那
、
岩
頭
密
啓
其
意
、
山
次
日
上
堂
與
尋
常
不
同
、
頭
於
僧
堂
前
撫
掌
云
、
且
喜
老

檜
會
末
語
旬
、
錐
然
如
是
只
得
三
年
活
、
徳
山
果
三
年
遷
化

(出
典
)
無
門
關
第
十
三
則
、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
六

(巖
頭
の
章
)
、

虚
堂
録
巻
二

(賓
林
語
録
)
、
同
巻
五

(頒
古
)
、
大
恵
頒
古
第
四
十

一

則
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)

五
八
、
香
林
坐
久

香
林
因
信
問
、
九
年
面
壁
意
旨
如
何
、
林
云
、
坐
久
成
舅

(出
典
)
碧
巖
集
第
十
七
則

(本
則
評
唱
)、
大
鷹
録

(興
徳
寺
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
二
十
二

(香
林
の
章
)

五
九
、
粛
…宗
問
忠

粛
宗

皇
帝
問
忠
國
師
、

百
年
後
所
須
何
物
、
國
師
云
、

爲
老
檜
造
箇
無
縫
塔
、

帝
云
請
師
塔
様
、

國
師
良
久
云
、
會
慶
、
帝
不
會
、
國
師

云
、
吾
有
付
法
弟
子
耽
源
、
却
譜
此
事
、
請
詔
問
之
、
國
師
遷
化
後
、
帝
詔
耽
源
問
此
意
如
何
、
源
云
、
湘
之
南
讃
之
北
、
雪
實
云
、
濁
掌
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不
浪
鳴
、
中
有
黄
金
充

一
國
、
雪
寳
云
、
山
影
柱
杖
子
、
無
影
樹
下
合
同
船
、
雪
寳
云
、
海
嬰
河
清
、
琉
璃
殿
上
無
知
識
、
雪
寳
云
、
枯
了

也

(出
典
)
碧
巖
集
第
十
八
則

(國
師
塔
様
)、
法
演
輝
師
語
録
巻
中

(大
正
藏
四
七
ノ
六
五
八
B
)、
黄
梅
東
山
演
和
尚
語
録

(縮
藏
縢
五
ノ
六
二

左
)、
虚
堂
録
巻
二

(賓
林
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
五

(慧
忠
國
師
の
章
)、
大
燈
録

(参
詳
語
要
)

六
〇
、
徳
山
小
参
不
答
話

徳
山
小
参
云
、
今
夜
小
参
不
答
話
、
問
話
者
三
十
棒
、
時
有
櫓
出
禮
葬
、
山
便
打
、
僧
云
、
某
甲
話
未
問
、
山
云
、
爾
是
甚
虞
人
、
僧
云
、

新
羅

人
、
山
云
、
未
跨
船
舷
好
與
三
十
棒

六

一
、
法
眼
捨
コ云

法
眼
拮
云
、
大
小
徳
山
話
作
雨
薇

六
二
、
圓
明
云
大
小
徳
山

圓
明
云
、
大
小
徳
山
龍
頭
蛇
尾

山ハ
一二
、
雪
轡
畳
五
二
老
宿

雪
實
云
、

二
老
宿
錐
善
裁
長
補
短
捨
重
從
輕
、
要
見
徳
山
未
可
、
何
故
徳
山
大
似
握
闘
外
威
構
在
、
諸
人
要
識
新
羅
信
塵
、
只
是
撞
着
露
柱

底
箇
曙
漢

註

六
一
(法
眼
拮
云
)

六
二

(圓
明
云
大
小
徳
山
)

六
三

(雪
寳
云
二
老
宿
)
の
三
則
は
、
六
〇

(徳
山
小
滲
不
答
話
)
に
關
連
し
た
則
で
あ
り
、

葛
藤
集
に
も

「
徳
山
行
棒
」
と
し
て
一
則
に
し
て
い
る
よ
う
に
、
頒
古
聯
珠
通
集
や
明
畳
録
も
同
じ
よ
う
に
徳
山
小
滲
不
答
話
の
中
に
牧
め
ら
れ
て
い

る
。

(
出

典

)

暉

宗

頗

古

聯

珠

通

集

第

二
十

三

(
縮
藏
騰

三

ノ
三
五
右
)
、

明

覧

録

三

(
大
正
藏

四
七

ノ
六
八
五
B
)
、

虚
堂

録

巻

一

(
報
恩
語

録
)
、
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同
巻
三

(栢
巖
語
録
、
裡
山
語
録
)

六
四
、
倶
砥

一
指

倶
豚
和
尚
竪

一
指

(
出
典
)
碧
巖
集
第
十
九
則
、
大
鷹
録

(法
語
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十

一
(倶
腫
の
章
)

六
五
、
南
泉
猫
見

南
泉
因
爾
堂
首
座
孚
猫
児
、
泉
云
、
道
得
印
不
斬
、
爾
堂
無
語
、
泉
途
斬
之

(
出
典
)
碧
巖
集
第
六
十
三
則
、
無
門
關
第
十
四
則
、
暉
宗
願
古
聯
珠
通
集
十

一
(縮
藏
騰
ニ
ノ
八
二
左
)、
趙
州
録

(縮
藏
縢
五
ノ
一
〇
左
)

扮
陽
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六

一
〇
B
)、
虚
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
八

(南
泉
の
章
)、
大
燈
録

(頒
古
)

六
六
、
趙
州
草
鮭

趙
州
從
外
蹄
、
泉
學
前
話
、
泉
云
、
子
若
在
救
得
猫
見

(
出
典
)
碧
巖
集
第
六
十
四
則

註

無
門
關
に
て
は
、
南
泉
斬
猫
と
し
て
南
泉
猫
見
と
趙
州
草
軽
と
を
一
則
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
大
燈
國
師
百
二
十
則
で
は
碧
巖
集
に
重
点
を
お
い
て
二

則
と
し
て
い
る
。

六
七
、
梁
武
哺達
晦
掴

梁
武
帝
問
達
磨
大
師
、
如
何
是
聖
諦
第

一
義
、
磨
云
、
廓
然
無
聖
、
帝
云
、
樹
朕
者
誰
、
磨
云
、
不
識

(
出
典
)
碧
巌
集
第

一
則
、
虚
堂
録
巻
五

(頒
古
)、
大
鷹
録

(頒
古
)、
大
燈
録

(頒
古
)
、
景
徳
傳
燈
録
巻
三

(菩
提
達
磨
の
章
)

六
八
、
馬
租
日
面
月
面

馬
租

因
院
主
問
、
和
省
近
日
尊
候
如
何
、
租
云
、
日
面
佛
月
面
佛
、
雪
寳
云
、
五
帝
三
皇
是
何
物
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(出
典
)
碧
巖
集
第
三
則
、
馬
租
録

(縮
藏
騰
四
、
五
九
右
)
、
法
演
輝
師
語
録

(大
正
藏
四
八
ノ
六
五
七
A
)、
大
燈
録

(頒
古
)

註

大
燈
國
師
百
二
十
則
の
目
次
で
は
、
雪
寳
五
帝
三
白三と
し
て

「雪
費
云
五
帝
三
皇
是
何
物
」
の
語
を
別
則
の
如
く
扱
つ
て
い
る
が
、
こ
の
書
の
内
容
で

は

「馬
閥
日
面
月
面
」
の
中
に
含
め
て
い
る
。
三
江
の
大
燈
百
二
十
則
で
も
勿
論
別
則
と
は
し
て
い
な
い
。

六
九
、
女
子
出
定

経
云
、
文
殊
是
七
佛
師
、
爲
甚
出
女
子
定
不
得
、
盲
明
是
下
方
聲
聞
、
爲
甚
出
得
女
子
定

(出
典
)
無
門
闘
第
四
十
二
則
、
景
徳
傳
燈
録
巻

二
十
七

(諸
方
難
暴
微
拮
代
別
語
)
、
虚
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)、
大
惑

願
古
第
七
則

(縮
藏
騰
五
ノ
五
七
)

七
〇
、
清
定
行
者

経
云
、
清
深
行
者
不
入
浬
葉
、
破
戒
比
丘
不
堕
地
獄

(出
曲
ハ)
景
徳
傳
燈
録
春
十
七

(洞
山
道
全
の
章
)

七

一
、
鐵
磨
到
潟
山

劉
鐵
磨
到
濾
山
、
濾
山
云
、
老
悼
牛
汝
來
也
、
磨
云
、
來
日
塁
山
大
會
齋
和
尚
還
去
慶
、
山
放
身
臥
、
磨
便
出
去

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
四
則
、
虚
堂
録
春
二

(寳
林
語
録
)、
同
巻
五

(頒
古
)

七
二
、
僧
聞
百
丈

儒
問
百
丈
、
如
何
是
奇
特
事
、
丈
云
、
濁
坐
大
雄
峯
、
鱈
禮
舞
、
丈
便
打

(
出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
六
則
、
百
丈
録

(縮
藏
騰
四
ノ
五
九
左
)、

盧
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)
、

大
鷹
録

(崇
繭
寺
語
録
)
、
大
燈
録

(大
徳

寺
後
録
)

七
三
、
智
門
蓮
華
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曾
問
智
門
、
蓮
華
未
出
水
時
如
何
、
門
云
、
蓮
華
、
僧
云
、
出
水
後
如
何
、
門
云
、
荷
葉

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十

一
則
、
大
鷹
録

(崇
福
寺
語
録
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
後
録
)

七
四
、
保
輻
遊
山

保
頑
長
慶
遊
山
次
、
輻
以
手
指
云
、
這
裡
便
是
妙
峰
頂
、
慶
云
、
是
則
是
可
惜
許
、
雪
寳
着
語
云
、
今
日
共
這
漢
遊
山
圖
箇
什
腰
、
復
云
、

百
千
年
後
不
道
無
只
是
少
、
後
塞
似
鏡
清
、
清
云
、
若
不
是
孫
公
便
是
見
燭
膿
偏
野

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
三
則
、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
八

(長
慶
の
章
)
、
大
燈
録

(頒
古
)

七
五
、
雪
峰
竈
鼻
蛇

雪
峰
示
衆
云
、
南
山
有

一
條
竈
鼻
蛇
、
汝
等
諸
人
切
須
好
看
、
長
慶
云
、
今
日
堂
中
大
有
人
衷
身
失
命
、
僧
摯
似
玄
沙
、
沙
云
、
須
是
稜
兄

始
得
、
錐
然
如
是
我
師
不
急
腰
、
櫓
云
、
和
尚
作
慶
生
、
沙
云
、
用
南
山
作
什
慶
、
雲
門
以
柱
杖
撮
向
雪
峰
面
前
作
怖
勢

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
二
則
、
景
徳
傳
燈
録
巻
十
八

(長
慶
の
章
)

七
六
、
龍
牙
翠
微

龍
牙
問
翠
微
、
如
何
是
租
師
西
來
意
、
微
云
、
與
我
過
縄
板
來
、
龍
牙
過
琿
板
與
翠
微
、
微
接
得
便
打
、
牙
云
、
打
印
任
打
、
要
且
無
租
師

西
來

意
、
牙
又
問
臨
濟
、
如
何
是
祀
師
西
來
意
、
濟
云
、
與
我
過
蒲
團
來
、
牙
取
蒲
團
過
與
臨
濟
、
濟
接
得
便
打
、
牙

云
、
打
印
任
打
、
要

且
無
租
師
西
来
意

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
則
、

景
徳
傳
燈
録
巻
十
七

(龍
牙
の
章
)、

虚
堂
録
巻
四

(普
説
)、

大
燈
録

(参
詳
語
要
)、

五
燈
會
元
巻
十
三

(龍
牙
の
章
)

七
七
、
蓮
花
控
杖

蓮
華
峰
庵
主
拮
控
杖
示
衆
云
、
古
人
到
這
裏
爲
甚
不
肯
住
、
衆
無
語
、
自
代
云
、
爲
佗
途
路
不
得
力
、
復
云
、
畢
寛
如
何
、
又
自
代
云
、
畢
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寛
如
何
、
叉
自
代
云
、
榔
標
横
携
不
顧
人
、
直
入
千
峰
萬
峰
去

(出
典
)
碧
巖
集
第

二
十
五
則
、
宏
智
廣
録
第
三

(大
正
藏
四
七
ノ
ニ
八
B
)

七
八
、
雲
門
艦
露

信
問
雲
門
、
樹
凋
葉
落
時
如
何
、
門
云
、
禮
露
金
風

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
七
則
、
雲
門
廣
録
巻
上

(封
機
)

七
九
、
南
泉
参
浬
葉

南
泉
参
百
丈
浬
繋
和
尚
、
丈
云
、
從
上
諸
聖
還
有
不
爲
人
説
底
法
慶
、
泉
云
、
有
、
丈
云
、
作
慶
生
是
不
爲
人
説
底
法
、
泉
云
、
不
是
心
不

是
佛
不
是
物
、
丈
云
、
読
了
也
、
泉
云
、
某
甲
只
急
腰
、
和
尚
作
慶
生
、
丈
云
、
我
又
不
是
大
善
知
識
、
孚
知
有
説
不
説
、
泉
云
、
某
甲
不

會
、
丈
云
、
我
太
慾
爲
爾
読
了
也

(出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
八
則
、
景
徳
傳
燈
録
毬
六

(百
丈
山
惟
政
の
章
)
、
大
燈
録

(頒
古
)

八
〇
、
趙
州
蕪
萄

檜
問
趙
州
、
承
聞
和
爾
親
見
南
泉
是
否
、
州
云
、
鎭
州
出
大
蕪
萄
頭

(出
典
)
碧
巖
集
第
三
十
則
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
〇
左
)、
扮
陽
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
一
〇
c
)
、
大
鷹
録

(興
徳
寺
語
録
、
建
長
寺
語
録
)

八

一
、
雲
門

普

櫓
問
雲
門
、
如
何
是
正
法
眼
、
門
云
、
普

(出
典
)
碧
巖
集
第
五
則
ノ
類
別
、
雲
門
廣
録
春
上

(勢
機
)

八
二
、
雲
門

露

櫓
問
雲
門
、
殺
父
殺
母
俄
悔
佛
前
、
殺
佛
殺
租
向
甚
虞
餓
悔
、
門
云
、
露
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(出
典
)
雲
門
廣
録
巻
上

(封
機
)、
碧
巖
集
第
六
則
ノ
評
、
虚
堂
録
巻
八

(浮
慈
後
録
)、
五
燈
會
元
十
五

(雲
門
の
章
)

八
三
、
那
旺
折
骨

那
旺
太
子
折
肉
還
母
折
骨
還
父
、
然
後
現
本
身
爲
父
母
詮
法

(出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十
五

(投
子
山
大
同
の
章
)

八
四
、
筑
籠
木
杓

檜
問
古
徳
、
如
何
是
有
漏
、
徳
云
、
庶
擁
、
如
何
是
無
漏
、
徳
云
、
木
杓

(出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十
五

(令
遵
の
章
)、
輝
宗
頬
古
聯
珠
通
集
第
二
十
五

(縮
藏
縢
三
ノ
四

一
右
)

八
五
、
花
藥
欄

櫓
問
雲
門
、
如
何
是
清
深
法
身
、
門
云
、
花
藥
欄
、
進
云
乃
急
慶
去
時
如
何
、
門
云
、
金
毛
獅
子

(出
典
)
碧
巖
集
第
三
十
九
則
、
雲
門
廣
録
巻
上

(封
機
)、
宏
智
廣
録
巻
三

(大
正
藏
四
八
ノ
三
〇
B
)、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
、
大
徳
寺
後
録
)

八
六
、
慈
明

一
畝
三
蛇

信
問
慈
明
、
如
何
是
租
師
西
來
意
、
明
云
、

一
畝
之
地
三
蛇
九
鼠

(出
典
)
慈
明
暉
師
語
録

(縮
藏
縢
五
ノ
初
右
)、

揮
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
三
十
八

(縮
藏
騰
三
ノ
一
〇
四
右
)、

盧
堂
録
巻
二

(寳
林
語
録
)、

大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)

八
七
、
雲
門
塵
々
三
昧

僧
問
雲
門
、
如
何
是
塵
々
三
昧
、
門
云
、
鉢
裡
飯
桶
裡
水

(出
典
)
碧
巖
集
第
五
十
則
、
雲
門
廣
録
巻
上

(封
機
)、
圓
悟
録

(大
正
藏
四
七
ノ
七
三
六
B
)



大燈暉の濁自性52

八
八
、
洞
山
麻
三
斤

僧
問
洞
山
、
如
何
是
佛
、
山
云
、
麻
三
斤

(
出
典
)
碧
巖
集
第
十
二
則
、

無
門
關
第
十
八
則
、

洞
山
初
琿
師
語
録

(縮
藏
騰
六
ノ
三
五
右
)
、

楊
岐
方
會
和
爾
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六

四
五
C
)
、
大
鷹
録

(法
語
)、
大
燈
録

(頒
古
)

八
九
、
雲
門
尿
微

僧
問
雲
門
、
如
何
是
佛
、
門
云
、
乾
尿
楓

(
出
典
)
雲
門
廣
録
春
上

(樹
機
)
、
無
門
關
第

二
十

一
則
、
大
恵
頒
古
第
六
十
八
則

九
〇
、
趙
州
三
轄
語

趙
州
云
、
木
佛
不
渡
火
、
泥
佛
不
渡
水
、
金
佛
不
渡
櫨
、
眞
佛
屋
裡
坐

(
出
典
)
碧
巖
集
第
九
十
六
則
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
一
五
右
)、
大
恵
頒
古
第
三
十
三
則

九

一
、
子
胡
牌

子
胡
牌
云
、
子
胡
有

一
狗
、
上
取
人
頭
中
取
人
腰
下
取
脚
、
擬
議
便
衷
身
失
命

(
出
典
)
碧
巖
集
第
二
十
二
則
ノ
類
則
、
衛
州
子
湖
山
第

一
代
神
力
琿
師
語
録

(縮
藏
騰
五
ノ
八
左
)
、
縄
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
十
六

(縮
藏

騰
三
ノ
四
右
)

九
二
、
雪
峰
輻
毬

雪
峰
輯
毬
、

一
日
逢
玄
沙
三
毬
同
輯
、
沙
以
坐
具
作
斬
勢
、
雪
峰
肯
之

(
出
典
)
碧
巖
集
第
四
十
四
則
ノ
類
則
、
雲
門
廣
録
巻
中

(室
申
語
要
)、

圓
悟
佛
果
暉
師
語
録
巻
三

(大
正
藏
四
七
ノ
七
二
七
C
)、
大
鷹
録

(
法
語
)、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)



53大 燈暉の濁自性

九
三
、
信
問
慈
明
佛

櫓
問

慈
明
、
如
何
是
佛
、
明
云
、
蓮
華
棒
足

(出
典
)
慈
明
縄
師
語
録

(縮
藏
縢
五
ノ
一
左
)

九
四
、
禾
粟
豆

僧
問
古
徳
、
如
何
是
三
宝
、
云
、
禾
粟
豆

(
出
曲
ハ)
量暴
仙偲
傳
椿
仙録
巻
七

(三
角
山
総
印
暉
師
の
章
)

む

　

む

謎

景

徳
傳
燈
録
巻
七

(総
印

の
章
)

に
は

「
曾
問
如
何
是
三
寳
、
師

日
禾
麦
豆
、

臼
學
人
不
會
、
師

日
大
衆
欣
然
奉
持
」

と
あ
り
、

禾

麦
豆
と
な

つ
て
い

る
。

こ
の
大
燈
國
師
百
二
十
則

で
は
禾
粟

豆
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

こ
れ
は
大
燈
が
改
め
た
の
で
は
な
く
、
す

で
に

聖

一
門

下
の
痴
兀
大
慧

の

枯
木
集

に
は
禾
粟
豆
と
な
つ
て
い
る
。

九

五
、

法

眼

丙

丁

童

子

檜

問

法

眼

、

如

何

是

佛

、

眼

云

、

丙

丁

童

子
來

求

火

、

(
出

典

)

碧

巖

集

第

七

則

ノ
類

則
、

盧
堂

録

巻

四

(普
読
)

九
六

、

雲

門

対

一
説

櫓
簡

雲

門

、

如

何

是

一
代

時

教

、

門

云

、

封

ご
説

(出

典

)

碧

巖

集

第

十

四

則

、

雲

門
廣

録

巻

上

(
封
機
)

九

七
、

倒

一
説

櫓

問

雲

門

、

不

是

目

前

機
、

又
非

目
前

事
時

如

何

、

門

云
、

倒

一
説

(
出

典

)

碧

巖
集

第

十

五
則

、

雲

門

廣

録

巻

上

(
封
機
)
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九
八
、
雲
門
胡
餅

櫓
問
雲
門
、
如
何
是
超
佛
越
租
之
談
、
門
云
、
胡
餅

(出
典
)
碧
巖
集
第
七
十
七
則
、
雲
門
廣
録
巻
上

(封
機
)、
盧
堂
録
巻
四

(普
説
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
、
願
古
)

九
九
、
林
際
四
料
簡

林
際
四
料
簡
、
奪
人
不
奪
境
、
奪
境
不
奪
人
、
人
境
爾
倶
奪
、
人
境
倶
不
奪

(出
典
)
臨
濟
録
、
楊
岐
方
會
和
爾
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
四
四
B
)、
虚
堂
録
巻
四

(普
読
)、
大
鷹
録

(崇
福
寺
語
録
、
建
長
寺
語
録
)

一
〇
〇
、
四
賓
主

林
際

四
賓
主
、
賓
中
主
、
主
中
賓
、
賓
中
賓
、
主
中
主

(出
曲
ハ)
臨
濟
録
、
楊
岐
方
會
和
尚
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
四
四
C
)
、
虚
堂
録
巻
四

(普
読
)

一
〇

一
、
三

玄

三
玄
、
腱
中
玄
、
句
中
玄
、
玄
中
玄

(出
典
)
臨
濟
録
、
楊
岐
方
會
和
尚
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
四
四
A
)、
虚
堂
録
巻
四

(普
説
)

一
〇

二
、
三

要

三
要
、
第

一
要
、
第
二
要
、
第
三
要

(出
典
)
前
則
と
同
じ

一
〇
三
、
雲
門
三
句

雲
門

三
句
、
函
蓋
乾
坤
句
、
戴
噺
衆
流
句
、
随
波
逐
浪
句

(出
典
)
雲
門
廣
録
巻
下

(頒
雲
門
三
句
語
ー
徳
山
縁
密
述
1
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
二
十
二

(徳
山
縁
密
の
章
》、

五
燈
會
元
巻
十
五

(徳
山
縁
密
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の
章
)

註

こ
の
雲
門
三
句
の
語

は
葛
藤
集

(
上
)

も
こ
の
語
を
雲
門
三
句
と
し
て
出

し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
は

景
徳
傳
燈
録
巻

二
十

二
徳
山
縁
密
の
章

に

あ

る
語

で
、
雲

門
の
嗣
徳
山
縁
密
の
語
で
あ

る
。

雲
門
廣
録
巻
中
垂
示
代
語

に
は

コ
幽
蓋
乾
坤
、
目
機
鉄
爾
、
不
渉
世
縁
、

作
塵

生
承
當
、
代

云
、

一

鎌
破

三
關
」

と
あ
る
。
む
か
し
雲

門
廣
録
巻
下

の
末
尾

に
牧

め
る
門
人
徳
山
縁
密
が
作

る

「
頒
雲
門
三
句
語
」

に
は

「
函
蓋
乾
坤
、

載
断
衆
流
、
随
波

遜
浪
」
と
拮

弄
さ
れ
て
い
る
。

一
〇

四
、

雲

門

鑑

嘆

雲

門

鑑

嘆

(
出

典

)

雲
門

廣

録

巻

上

(
封
機
)
、

碧

巖

集

第

六

則

ノ
類

則
、

大

恵

頬

古

(
大
正
藏
四
七

ノ
八
五
五
A
)
、

慈

明

録

(
縮
藏
縢

五

ノ
ニ
右
)

一
〇

五
、

馬

租

陞

座

馬

租

陞

座

、

百

丈

捲

席

(
出

典

)

百

丈

録

(
縮
藏
騰
四

ノ
五
九
左
)
、

暉
宗

頒

古
聯

珠

通
集

第

九

(縮
藏
騰

三
ノ
七

五
左
)
、

景

徳

傳

燈

録

巻

六

(
馬
祀

の
章
)
、

扮

陽

録

(
大
正
藏

四
七
ノ
六
〇
八
B
)
、

明

覧

録

(
大

正
藏
四
七

ノ
六
八
〇
A
、

六
八
三
A
)
、

大

鷹

録

(興
徳
寺
語
録
・

幅
寺
語
録
)
、

大
燈

録

(参
詳
語
要
)

一
〇

六

、

大

階

一
亀

檜

見

一
無

間

大

晴

、

一
切

衆

生

皮

裏

骨

、

者

箇
衆

生
爲

甚

骨
裏

皮

、

晴

睨

草

範

蓋

塾
背

上

(
出
典

)
大

晴

開

山

神

照

暉

師

語

録

(縮
藏
騰
六

ノ
ニ
ニ
右
)
、

潭

宗

頒

古
聯

珠

通

集

第

二
十

二

(縮
藏
縢

三
ノ
三
〇
左
)

一
〇

七
、

麻

谷

持

錫

麻

谷

持

錫

到

章

敬

、

邊

繹

床

三
匝

、

振

錫

一
下
卓

然

而

立

、

敬

云
、

是

々
、

雪

賓

着

語

云

、

錯

、

麻

谷

又

到

南

泉

蓬

繹
床

三
匝

振

錫

一
下

、

卓

然

而

立
、

泉

云
、

不

是

々

々
、

雪

寳

着

語

云
、

錯

、

谷

當

時

道

章

敬

云

是

、

和

筒

爲

什
腰

道

不

是
、
泉

云
、

章

敬

師

是

々
爾

不

是

、

此

是

風
カ

所

轄

終

成

敗

壊
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(
出
典
)
碧
巖
集
第
三
十

一
則
、
扮
陽
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
〇
八
A
)
、
景
徳
傳
燈
録
巻
七

(章
敬
の
章
)

一
〇
八
、
大
晴
劫
火

僧
問
大
晴
、
劫
火
洞
然
大
千
倶
壊
、
未
審
這
箇
壌
不
壊
、
階
云
壊
、
僧
云
急
腰
則
随
佗
去
也
、
晴
云
随
佗
去

(
出
曲
ハ)
碧
巖
集
第

二
十
九
則
、
大
晴
開
山
聯
照
輝
師
語
録

(縮
藏
騰
六
ノ
ニ
四
右
)
、
扮
陽
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
〇
八
B
)、
楊
岐
録

(大
正

藏
四
七
ノ
六
四
四
B
)、
景
徳
傳
燈
録
巻
十

一
(大
階
の
章
)
、
暉
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
二
十
二

(縮
藏
騰
三
ノ
三
〇
右
)
、
大
燈
録

(頒
古
)

一
〇
九
、
慈
明
冬
至

慈
明
冬
至
示
此
牌
、

…
…
=
[凪
諌
柚
、
若
人
識
得
、
不
離
四
威
儀
中
、
首
座

一
見
云
、
和
爾
今
晩
放
参

(
出
典
)
輝
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
三
十
八

(縮
藏
縢
三
ノ
一
〇
三
左
)、
虚
堂
録
巻
六

(別
語
)、
大
慮
録

(崇
頑
寺
語
録
)

一
一
〇
、
香
林
詮
轟

香
林
因
僧
問
、
如
何
是
室
内

一
蓋
燈
、
林
云
、
三
人
誰
亀
作
竈

(出
典
)
碧
巖
集
第
十
七
則

(評
唱
)、
縄
宗
頬
古
聯
珠
通
集
第
三
十
五

(縮
藏
騰
三
ノ
九
三
左
)、
盧
堂
録
巻

二

(寳
林
語
録
)、h

同
巻
三

(育

王
語
録
)
、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)

一
一
一
、
古
人
頒
風
幡

む

む

む

む

法
昌
遇
繹
師
願
、
風
幡
心
動
話
日
、
不
是
風
分
不
是
幡
、
黒
花
猫
児
面
門
斑
、
夜
行
人
徒
貧
明
月
、
不
覧
和
衣
渡
水
寒

(
出
典
)
縄
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
七

(縮
藏
騰
ニ
ノ
六
八
右
)

註

「不
是
風
バ写
」
の
四
字
は
清
庵
宗
胃
が
傳
篤
す
る
と
き
落
し
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
頚
古
聯
珠
通
集
に
よ
つ
て
補
つ
た
。
ま
た
頒
古
聯
珠
通
集
で
は
頒

む

の
第
三
句
が

「
夜
行
人
只
貧

明
月
」
と
な

つ
て
い
る
。

の
ち
の
葛
藤
集

の

「
六
胆
風
幡
」
と
關
連
は
あ

つ
て
も
、
異

っ
た
則
で
あ
る
。

そ
し

て

こ
の
頒

を
作

つ
た
法
昌
筒
遇
輝

師
は
雲
門
四
傳

の
輝
曾

で
、
雲

門
宗

の
法
系

に
薦

し
、
績
傳
燈
録
巻
五

(
大
正
藏

五

」
ノ
四
九
六
C
)

に

そ
の
傳
記
、
機
縁
語
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句
が
載
つ
て
い
る
が
、
こ
の
頒
は
誌
さ
れ
て
い
な
い
。

一
=

一、
世
尊
浬
葉

世
尊
臨
入
浬
禦
、
自
撫
紫
磨
金
色
身
云
、
爾
等
諸
人
見
我
金
色
身
、
我
若
言
滅
度
非
我
弟
子
、
若
言
不
滅
非
我
弟
子
、
後
迦
葉
到
時
、
○
出

双
跣

(
出
典
)
虚
堂
録
巻
八

(漂
慈
後
録
佛
浬
葉
上
堂
)
、
大
燈
録

(大
徳
寺
語
録
)、
輝
宗
順
古
聯
珠
通
集
第
二

(縮
藏
騰
ニ
ノ
五
〇
右
)

一
一
三
、
仰
山
五
老
峰

仰
山

因
問
鱈
、
近
離
甚
虞
、
曾
云
盧
山
、
山
云
曾
到
五
老
峰
腰
、
信
云
曾
不
到
、
山
云
闇
梨
曾
不
遊
山

(
出
典
)
碧
巖
集
第
三
十
四
則
、
輝
宗
頬
古
聯
珠
通
集
第
二
十
五

(縮
藏
騰
三
ノ
四
四
左
)、
大
燈
録
大
(徳
寺
語
録
、
大
徳
寺
後
録
、
願
古
)

一
一
四
、
趙
州
二
時

趙
州
云
、
我
在
南
方
三
十
年
、
除
粥
飯

二
時
是
雑
用
心

(
出
典
)
趙
州
録

(縮
藏
縢
五
ノ
一
〇
左
)、
縄
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第
二
〇

(縮
藏
縢
三
ノ
ニ
○
左
)

一
一
五
、
門
竿
倒
却

阿
難
問
迦
葉
、
世
尊
傳
金
欄
袈
裟
外
別
傳
何
法
、
迦
葉
召
云
、
阿
難
、
難
鷹
諾
、
迦
葉
云
倒
却
門
前
刹
竿
着
、
阿
難
便
悟
去

(
出
典
)
無
門
關
第
二
十
二
則
、

法
演
暉
師
語
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
五
八
A
)
、

圓
悟
録
巻
四

(大
正
藏
四
七
ノ
七
三
二
C
)、

輝
宗
頒
古
聯

漕珠
涌
}集
第
六

(縮
藏
縢
ニ
ノ
六
三
右
)

一
一
六
、
爾
…塵
不
答

長
生
問
蟹
雲
云
、
混
沌
未
分
時
如
何
、
壷
雲
云
、
露
柱
懐
胎
、
生
云
、
分
後
如
何
、
雲
云
、
如
片
雲
黙
大
清
、
生
云
、
未
審
大
清
還
受
黙
也

無
、
雲
不
答
、
生
云
、
急
慶
則
含
生
不
、
雲
亦
不
答
、
生
云
、
直
得
純
清
紹
黙
時
如
何
、
雲
云
、
猫
是
眞
常
流
注
、
生
云
、
如
何
是
眞
常
流
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注
、
似
鏡
長
明
、
生
云
、
向
上
還
有
事
也
無
、
雲
云
有
、
生
云
、
什
慶
生
是
向
上
事
、
雲
云
、
打
破
鏡
來
與
爾
相
見
、

(出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十

一
(璽
雲
の
章
)、
虚
堂
録
巻
三

(育
王
語
録
)、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)

一
一
七
、
睦
州
西
峯

睦
州
和
爾
因
西
峰
相
訪
、
置
茶
果
道
話
次
、
州
云
、
長
今
夏
在
何
虜
居
、
峯
云
、
蘭
漢
、
州
云
、
多
少
衆
、
峯
云
、
七
十
鯨
、
州
云
、
時
中

將
何

示
徒
、
峰
拮
起
柑
子
、
州
云
、
着
甚
死
急

(出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
十

二

(睦
州
の
喜

、
盧
堂
録
巻
九

(脛
山
後
録
)

註

目
次
に
は

「趙
州
西
峯
」
と
あ
る
が
、
内
容
は
睦
州
と
西
峯
と
の
問
答
で
あ
る
。
そ
れ
で
い
ま
は

「睦
州
西
峯
」
と
改
め
た
。

三
江
の
大
燈
百
二
十
則

の
方
は

「
西
峰
拮
起
柑
子
」
と
あ
る
。

一
一
八
、
死
蛇
藍
子

古
人
云
、
路
逢
死
蛇
不
打
殺
、
無
底
藍
子
盛
將
鯖

(
出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
二
十

(佛
日
の
章
)、
虚
堂
録
春
五

(頚
古
)
、
輝
宗
頬
古
聯
珠
通
集
第

二
十
四

(縮
藏
騰
三
ノ
四
〇
左
)

一
一
九
、
夜
明
符
天
曉

古
人
云
、
手
把
夜
明
符
、
幾
箇
知
天
曉

(
出
典
)
景
徳
傳
燈
録
巻
二
十

(佛
日
の
喜

、
輝
宗
頒
古
聯
珠
通
集
第

二
十
四

(縮
藏
騰
三
ノ
四
〇
左
)

=

一〇
、
壼
山
婆
子

壼
山
路
上
有

一
婆
子
、
凡
有
曾
問
、
壼
山
路
向
何
庭
去
、
婆
云
、
蕎
直
去
、
曾
縄
行
婆
云
、
好
箇
師
曾
乃
與
慶
去
、
趙
州
聞
云
、
我
去
勘
箇

婆
子
、
州
乃
問
墓
山
路
向
何
庭
去
、
婆
云
、
蕎
直
去
、
州
纏
行
、
婆
云
、
好
箇
師
鱈
便
與
腰
去
、
州
蹄
院
謂
衆
云
、
婆

子
被
我
勘
破
了
也

(
出
典
)
無
門
關
第
三
十

一
則
、
趙
州
録

(縮
藏
騰
五
ノ
}
八
左
)、
湯
陽
録

(大
正
藏
四
七
ノ
六
}
O
B
)、
大
鷹
録

(崇
幅
寺
語
録
)
、
大
燈
録



(拮
古
)

(
外
)

馬
師
翫
月

馬
大
師
翫
月
次
、
師
云
、
正
當
慧
慶
時
如
何
、
百
丈
云
、
正
好
供
養
、
西
堂
云
、
正
好
修
行
、
南
泉
駿
歩
便
行
、
師
云
経
入
藏
暉
蹄
海
、
唯

有
普
願
濁
超
物
外

(出
典
)
馬
租
録

(縮
藏
騰
四
ノ
五
九
右
)
、
虚
堂
録
巻
二
・(賓
林
語
録
)
、
同
巷
八

(績
輯
)、
同
巻
九

(裡
山
後
録
)、
大
燈
録

へ大
徳
寺
語
録
)

(外
)

大
川
蜘
蛛
頒

む

む

む

一
糸
掛
得
注
盧
空
、
百
億
糸
頭
殺
氣
生
、
上
下
四
維
羅
織
了
、

一
無
漏
網
話
方
行

(出
典
)
大
川
普
濟
暉
師
語
録
ノ
偶
頬

(続
藏
第

一
輯
第
二
編
第
二
+
六
套
ノ
ニ
)

む

む

　

む

註

大
川
普
濟
輝
師
語
録
の
第

一
句
は

一
糸
掛
得
盧
空
住
と
あ
る
。

ま
た
百

二
十
則
原
本
の
第
四
句

に

「
一
無
漏
綱
話
」
と
あ
る
が
、

い
ま
は
大

川
録
に
よ

む

り
綱
を
網
に
改
め
た
。

○

宗
峰
三
轄
語

朝
結
眉
夕
交
肩
我
何
似
生
、
露
柱
蓋
日
往
來
我
因
甚
不
動
、
若
透
得
箇
雨
轄
語
、

一
生
参
學
了
畢

(出
曲
ハ)
大
燈
國
師
行
状
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三

 

こ
の
よ
う
に
大
燈
國
師
百
二
十
則
の
出
檬
や
拮
提
さ
れ
た
語
録
を
墾
げ

て
み
た
。
し
か
し
厩
大
な
敷
多
く
の
輝
録

の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
則
が
他
の
暉
録
に
て
拮
提
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
各
則
の
所
依
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
を
探

ぐ

つ
て
み
れ
ば
、
ま
ず
臨
濟
録
を
は
じ
め
と
し
て
、
馬
租
録
、
南
泉
録
、
百
丈
録
、
黄
巣
録
、
趙
州
録
、
雲
門
廣
録
、
洞
山
録
、
大
階
録
、

子
胡
山
紳
力
縄
師
語
録
、
洞
山
初
暉
師
語
録
、
慈
明
録
、
黄
龍
録
、
楊
岐
録
、
明
覧
録
、
五
租
録
(法
演
輝
師
語
録
)、
圓
悟
録
、
碧
巖
集
、
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無
門
關
、
宏
智
廣
録
、
大
恵
頬
古
、
大
川
普
濟
暉
師
語
録
、
虚
堂
録
、
大
慮
録
、
暉
宗
頬
古
聯
珠
通
集
、
景
徳
傳
燈
録
、
五
燈
會
元
等
に
見

出
さ
れ
る
。
そ
れ
で
大
燈
國
師
百
二
十
則
は
こ
れ
ら
の
暉
録
が
所
依
と
な
つ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
こ
れ
ら
の
暉
録

の
中
に
見
出
さ
れ
る

則
を
學
げ
て
み
れ
ば
次

の
如
く
で
あ
る
。

ω

臨
濟
録
11
黄
桀
打
臨
濟
、
赤
肉
團
話
、
論
劫
在
途
、
孤
峯
出
身
、
傳
語
徳
山
、
堂
曾
看
経
、
林
際
四
料
簡
、
四
賓
主
、
三
玄
、
三
要

㈲

馬
祀
録
1ー
萬
法
不
侶
、
馬
組
日
面
月
面
、
馬
師
翫
月

㈲

南
泉
録

11
南
泉
住
庵

ω

百
丈
録
11
百
丈
再
参
、
櫓
問
百
丈
、
馬
租
陞
堂

㈲

黄
巣
録

日
百
丈
再
参

㈲

趙
州
録
H
狗
子
無
佛
性
、

一
物
不
將
來
、
至
道
無
難
、
水
拮
牛
話
、
庭
前
栢
樹
、
趙
州
因
信
問
喫
粥
了
、
曾
問

趙
州
四
門
、
南
泉
猫

児
、

趙
州
蕪
萄
、
趙
州
三
轄
語
、
趙
州
二
時
、
壼
山
婆
子

ω

雲
門
廣
録
11
翠
巖
眉
毛
、
死
人
無
敷
、
乾
峯
法
身
、
至
道
無
難
、
火
焔
轄
法
輪
、
良
途
参
麻
谷
、趙
州
因
櫓
問
喫

粥
了
、
雲
門
艦
露
、

雲
門
普
、
雲
門
露
、
花
藥
欄
、
雲
門
塵
々
三
昧
、
雲
門
尿
微
、
雪
峰
輯
毬
、
雲
門
封

一
説
、
倒

一
説
、
雲
門
胡
餅
、
雲
門
三
句
、
雲
門
鑑
嘆

㈲

洞
山
録
"
洞
山
寒
暑
到
來

㈲

扮
陽
録
h
香
嚴
樹
上
、
蜜
雲
桃
花
、
庭
前
栢
樹
、
南
泉
猫
見
、
趙
州
羅
萄
、
馬
祀
陞
堂
、
麻
谷
持
錫
、
大
隔
劫
火
、
壼
山
婆
子

⑩

大
階
録
11
大
階

一
塾
、
大
晴
劫
火

⑪

子
胡
山
紳
力
縄
師
語
録
11
子
胡
牌

⑫

洞
山
初
暉
師
語
録
湘
洞
山
麻
三
斤

⑱

慈
明
録
11
慈
明

一
畝
三
蛇
、
曾
問
慈
明
佛
、
雲
門
鑑
嘔
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⑭

黄
龍
録
11
死
人
無
数
、

一
物
不
將
來

⑯

楊
岐
録
"
庭
前
栢
樹
、
楊
岐
薄
輻
、
洞
山
麻
三
斤
、
林
際
四
料
簡
、
四
賓
主
、
三
玄
、
三
要
、
大
晴
劫
火

⑯

明
覧
録
u
香
嚴
樹
上
、
不
見

一
法
、
湖
南
報
慈
、
赤
肉
團
話
、
雪
寳
示
衆
、
雪
寳
二
龍
、
徳
山
小
参
不
答
話
、

馬
租
陞
堂

⑰

五
祀
録
"
死
人
無
数
、
狗
子
無
佛
性
、
萬
法
不
侶
、
出
不
出
話
、
六
租
因
檜
問
、
粛
宗
問
忠
、
馬
租
日
面
月
面
、
門
竿
倒
却

⑱

圓
悟
録
11
雲
門
塵
々
三
昧
、
雪
峰
幌
毬
、
門
竿
倒
却

⑲

碧
巖
集
11
翠
巖
眉
毛
、

好
雲
片
々
、
萬
法
不
侶
、

黄
巣
後
剣
、
金
牛
喫
飯
、

至
道
無
難
、
定
檎
欽
山
、

陞
座

白
槌
、
洞
山
寒
暑
到

來
、
信
問
趙
州
四
門
、
法
眼
慧
超
、
香
林
坐
久
、
粛
宗
問
忠
、
倶
砥

一
指
、
南
泉
猫
見
、
趙
州
草
鮭
、
梁
武
達
磨
、
馬
租
日
面
月
面
、
鐵
磨

到
濾
山
、
曾
問
百
丈
、
智
門
蓮
花
、
保
幅
遊
山
、
雪
峰
竈
鼻
蛇
、
龍
牙
翠
微
、
蓮
花
柱
杖
、
雲
門
禮
露
、
南
泉
参
浬
藥
、
趙
州
蕪
萄
、
雲
門

普
、
雲
門
露
、
花
藥
欄
、
雲
門
塵
々
三
昧
、
洞
山
麻
三
斤
、
趙
州
三
轄
語
、
子
胡
牌
、
雪
峰
輻
毬
、
法
眼
丙
丁
童
子
、
雲
門
封

一
説
、
倒

一

説
、
雲
門
胡
餅
、
雲
門
鑑
嘔
、
麻
谷
持
錫
、
大
晴
劫
火
、
香
林
詮
塾
、
仰
山
五
老
峰

⑳

無
門
關
11
牛
窓
儒
話
、
香
嚴
樹
上
、
狗
子
無
佛
性
、
湖
南
報
慈
、
松
源
三
韓
(大
力
量
人
)
、
黄
龍
三
關
、
兜
率

三
語
、
庭
前
栢
樹
、

拮
花
微
笑
、
趙
州
因
信
問
喫
粥
了
、
徳
山
托
鉢
、
南
泉
猫
児
、
女
子
出
定
、
洞
山
麻
三
斤
、
雲
門
尿
微
、
門
竿
倒
却
、
墓
山
婆
子

⑳

宏
智
廣
録
"
香
嚴
樹
上
、
乾
峰
法
身
、
不
見

一
法
、

一
物
不
將
來
、
法
燈
示
衆
、
蓮
華
柱
杖
、
花
藥
欄

働

大
慧
頚
古
阿
狗
子
無
佛
性
、
萬
法
不
侶
、
不
見

一
法
、
塞
雲
桃
花
、
徳
山
托
鉢
、
女
子
出
定
、
雲
門
尿
微
、
趙
州
三
轄
語
、
雲
門
鑑

嘆
㈱

大
川
普
濟
輝
師
語
録
h
大
川
蜘
蛛
頬

図

虚
堂
録
11
翠
岩
眉
毛
、
死
人
無
敷
、
乾
峰
法
身
、
有
句
無
句
、
好
雪
片
々
、
萬
法
不
侶
、
不
見

一
法
、
會
如
来
暉
、
塞
雲
桃
花
、
黄

藁
後
創
、
頼
爾
不
知
、
金
牛
喫
飯
、

一
物
不
將
來
、
湖
南
報
慈
、
松
源
三
轄
、
黄
龍
三
關
、
火
焔
轄
法
輪
、
黄
巣
打
臨
濟
、
赤
肉
團
話
、
定
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檎
欽
山
、
論
劫
在
途
、
傳
語
徳
山
、
水
拮
牛
話
、
龍
不
見
柱
、
萬
頃
荒
田
、

綴
退
果
卓
、

黄
昏
脱
機
、

庭
前
栢
樹
、

虚
堂
柱
杖
、
是
凡
是

聖
、

百
丈
再
参
、
出
不
出
話
、
塞
山
茄
串
、
陞
座
白
槌
、
枯
花
微
笑
、
堂
檜
看
経
、
良
途
参
谷
、
丹
霞
焼
佛
、
楊
岐
問
慈
明
、
雪
寳
示
衆
、

六
祀
因
信
問
、
法
燈
示
衆
、
藥
山
久
不
上
堂
、
南
泉
住
庵
、
洞
山
寒
暑
到
來
、
楊
岐
薄
幅
、
徳
山
托
鉢
、
粛
宗
問
忠
、
徳
山
小
参
不
答
話
、

南
泉
猫
見
、
梁
武
達
磨
、
女
子
出
定
、
鐵
磨
到
濾
山
、

櫓
問
百
丈
、

龍
牙
翠
微
、
雲
門
露
、

慈
明

一
畝
三
蛇
、

法
眼
丙
丁
童
子
、
雲
門
胡

餅
、
林
際
四
料
簡
、
四
賓
主
、
三
玄
、
三
要
、
慈
明
冬
至
、
香
林
讃
轟
、
世
尊
浬
葉
、
爾
虚
不
答
、
睦
州
西
峰
、
死
蛇
藍
子
、
馬
師
翫
月

㈲

大
鷹
録
H
翠
岩
眉
毛
、

乾
峰
法
身
、
松
源
三
轄
、

黄
龍
三
關
、
兜
率
三
語
、

赤
肉
團
話
、
庭
前
栢
樹
、

拮
花
微
笑
、
洞
山
寒
暑
到

來
、
香
林
坐
久
、
倶
砥

一
指
、
梁
武
達
磨
、
信
問
百
丈
、
智
門
蓮
花
、
龍
牙
翠
微
、
趙
州
羅
萄
、
花
藥
欄
、
洞
山
麻
三
斤
、
雪
峰
軽
毬
、
林

際
四
料
簡
、
馬
祀
陞
堂
、
慈
明
冬
至
、
香
林
謹
亀
、
爾
庭
不
答
、
壼
山
婆
子

な
お
琿
宗
類
古
聯
珠
通
集
、
景
徳
傳
燈
録
に
は
敷
多
く
の
出
豫
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
右
に
學
げ
た
語
録
に
出
て
い
な
い
も
の
を
墾
げ

れ
ば㈲

暉
宗
頒
古
聯
珠
通
集
"
笹
解
木
杓
、
古
人
頒
風
幡
、
夜
明
符
天
曉

伽

景
徳
傳
燈
録
1ー
清
深
行
者
、
那
託
折
骨
、
禾
粟
豆
、

等
が

あ
る
。

ま

た
こ
の
百
二
十
則
に
出
ず
る
佛
租
の
名
號
を
系
譜
に
示
し
て
み
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

大
燈
國
師
百
二
十
則
の
佛
租
系
譜

(数
字
は
則
の
番
号
)

　
　
　

　

　

　

　

繹
翠

尼
世
瀦

謡

-
騎

迦
講

両

誰

…
.蓮

達
濤

轟

光
慧
甲

讐

縷

歳

薯

信
岳

梅
弘
忍
-
大
難

溺

」
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翻
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⊥
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岐
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守
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法
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圓
悟
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勤
〕

　

ー
大
慧
宗
呆
-

拙
庵
徳
光
i

漸
翁
如
瑛
-

大
川
普
濟
外×

1
虎
丘
紹
隆
-

鷹
庵
曇
華
ー

密
庵
威
傑
-

松
源
崇
岳
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t

「

　
　

　

運
庵
普
巖
t

虚
堂
智
愚

35
46
1

南
浦
紹
明
41
1
宗
峰
妙
超

(宗
峰
三
轄
語
)

(
(

(

註

こ
の
系
譜

は
大
燈
國

師
百
二
十
則
中

に
出
ず
る
佛
閥
の
名
號

で
あ
る
が
、
旭
師
名

の
出
な
い
則
は
そ

の
機
縁
語
句
を
拮
出

し
た

祀
師
を
以
て
當

て
た
。

清
李
令
遵

(
69
旅
籠
木
杓
)
、

三
角
総
印

(
鯛
禾
粟

豆
)

の
如
き
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た

圃
那
睡
折
骨

の
如
き
も
、

い
ま
は

そ
れ
を
拮
弄

し
た
投
子
大

同
を
以
て
當

て
た
。

な
お

こ
の
大
燈
國
師
百

二
十
則
は
も
と
も
と
百
二
十

則
で
、

番
外

や
の
ち
に
附
加

さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
さ
き
に
論

じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、

い
ま
は
清
庵
宗
意
が
傳
皆
佃
し
た
則
番

に
從

つ
た
。

ま
ず

右

の

よ

う

な
暉

録

の
出

典

分

類

や
系

譜

に

お

い

て
考

え

ら

れ

る

こ
と

は
、

輝
宗

史

が

一
大

時

期

を
劃

し

て
展

開

し
、

機

用

に
重

黙

が
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お
か
れ
た
馬
祀
、
百
丈
や
石
頭
以
後
の
も
の
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
こ
と
.で
あ
る
。
佛
租
の
名
號
か
ら
い
え
ば
、
世
尊
に
關
す
る
も
の
を

始
め
迦
葉

・
阿
難

.
達
磨

・
六
租
等
の
租
師
や
寒
山
子

・
那
托
太
子
等
が
あ
る
が
、
馬
租

・
百
丈
や
石
頭
下
以
後
の
祀
師
で
あ
り
、
出
典
に

表
わ
れ
た
機
縁
語
句
は
す
べ
て
唐
宋
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
が
盧
堂
に
よ
つ
て
取
捨
さ
れ
た
も
の
を
大
磨
が
承
け
繊
ぎ
、

さ
ら
に
大
燈
に
傳
え

ら
れ
て
宗
峰
三
轄
語
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
盧
堂
録
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
あ
げ
る
よ
う
に
拮
提
さ
れ
て
い
る
則
は
百

二
十
則
の
中
七
十
則

を
敷

え
る
の
で
あ
る
。
盧
堂
録
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
學
人
接
化
の
た
め
に
用

い
ら
れ
た
他
の
則
は
か
な
り
多
く
あ
つ
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
枯
花
微
笑
の
話
に
お
い
て
先
師
大
鷹
の
機
縁
語
句
を

一
則
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
ゆ
か
し
い
も

の
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
百
二
十
則
と
な
つ
た
佛
租
の
機
縁
語
句
は
大
燈
が
所
厩
す
る
臨
濟
の
系
統
の
み
で
な
く
、
南
嶽
、
青
原

の
系
統
を
問
わ
ず
、

五
家
嚢
生
以
後
に
お
い
て
も
自
由
に
各
派
の
租
師
の
機
縁
語
句
を
取
入
れ
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
六
租

の
大
鑑
慧
能

(六
旭
因
曾
問
)
の
も
と
に

は
南
嶽

・
青
原
の
二
大
系
を
分
出
し
て
護
展
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
南
陽
慧
忠
の
則
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
慧
忠
國
師
と
粛
宗

皇
帝

と
の
問
答
で
あ
る

「
粛
宗
問
忠
」
の
則
で
あ
る
。

青
原
系
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、

石
頭
門
下
の
薬
山
惟
綴

(藥
山
久
不
上
堂
)、
丹

霞
天
然

(丹
霞
焼
佛
)、
長
髭
膿

(頼
暖
不
知
)
等
が
あ
る
。
丹
霞
の
弟
子
翠
微
無
学

(龍
牙
翠
微
)
や
そ
の
門
下
投
子
大
同

(
那
托
折
骨
)
、
清
平

令
遵

(旅
籠
木
杓
)
が
あ
り
、
天
皇
道
悟
の
系
統
に
お
い
て
は
徳
山
宣
鑑

(是
凡
是
聖
、
徳
山
托
鉢
、
徳
山
小
参
不
答
話
)
や

そ
の
門
下
巖
頭
全
諮

(黄
巣
後
劔
、
定
檎
欽
山
、
是
凡
是
聖
)、
雪
峰
義
存

(火
焔
轄
法
輪
、
定
檎
欽
山
、雪
峰
竃

鼻
蛇
、雪
峰
輯
毬
)
に
い
た
つ
て
は
多

く
機
縁
語
句
が
と
り

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
雪
峰
下
の
鏡
清
道
慧

(不
見

一
法
、
保
幅
遊
山
)、
保
輻
從
展

(翠
巖
眉
毛
、
保
輻
遊
山
)
、

長
慶

慧
稜

(翠
巖
眉
毛
、

保
幅
遊
山
、
雪
峰
篭
鼻
蛇
)、
翠
巖
令
参

(翠
巖
眉
毛
)、
玄
沙
師
備

(雪
峰
篭

鼻
蛇
、
雪
峰
親
毬
)、
龍
濟
紹
修

(龍
不
見
柱
)、

雲
門
文
催
等
の
機
縁

語
句
が
出
て
い
る
。
雲
門
に
関
し
て
は
後
述
す
る
が
、
雲
門
に
關
す
る
則
は
非
常
に
多
い
。

南
嶽
系
の
祀
師
で
は
馬
租
蛇
に
馬
祀
下
の
暉
者
に
幽
す
る
則
が
多
い
。
馬
狙
道

一
に
關
す
る
も
の
と
し
て
は
萬
法
不
侶
、
百
丈
再
参
、
馬

租
日
面
月
面
、
馬
祀
陞
堂
等
の
則
が
あ
る
。
馬
租
は

一
百
絵
人
の
善
知
識
を
打
出
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
中
こ
の
百

二
十
則
に
と
り
あ
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げ
ら
れ
て
い
る
門
下
は
百
丈
懐
海

(百
丈
再
参
、
曾
問
百
丈
、
馬
租
陞
堂
、
馬
師
翫
月
)
、

章
敬
懐
揮

(麻
谷
持
錫
)
、

西
堂
智
藏

(馬
師
翫
月
)、
麻

谷
寳
徹

(良
途
参
麻
谷
、
麻
谷
持
錫
)、

百
丈
惟
政

(南
泉
滲
渥
馨

、

南
泉
普
願

(水
特
牛
話
、
南
泉
佳
庵
、
南
泉
猫
見
、
南
泉
参
浬
葉
、
麻
谷
持
錫
、

馬
師
翫
月
)、
鎭
州
金
牛

(金
牛
喫
飯
)、

三
角
総
印

(禾
粟
豆
)、

鹿
居
士

(好
雪
片
々
、
萬
法
不
侶
)
の
九
人
で
あ
る
。

馬
租
下
の
法
孫
に
關
す

る
も

の
に
は
百
丈
懐
海
の
嗣
黄
巣
希
運

(黄
粟
打
臨
濟
)
、
濾
山
蟹
祐

(鐵
磨
到
濤
山
)
や
、

長
慶
大
安
門
下
の
大
隔
法
眞

(大
階

一亀
、
大
晴
劫

火
)
が

あ
り
、
ま
た
黄
乗
門
下
の
睦
州
道
明

(睦
州
西
峯
)
が
あ
る
。
そ
し
て
壽
州
良
途

(良
途
参
麻
谷
)、
倶
砥

(倶
砥

一
指
)
等
が
あ
り
、
と

く
に
南
泉
の
弟
子
趙
州
從
誌

(狗
子
無
佛
性
、

一
物
不
將
來
、
至
道
無
難
、
水
拮
午
話
、
庭
前
栢
樹
、
趙
州
因
曾
問
喫
粥
了
、
曾
問
趙
州
四
門
、
趙
州
草
鞍

趙
州
薙
萄
、
趙
州
三
轄
語
、
趙
州
二
時
、
蔓
山
婆
子
)
に
關
す
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
南
泉
下
の
子
湖
利
躍

(子
胡
牌
)
の
則
が
あ
る
。

輝
は
馬
祀
、
石
頭
の
出
ず
る
に
及
ん
で
江
西
、
湖
南
の
地
を
中
心
と
し
て
全
盛
を
極
め
た
が
、
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
五
家
に
分
岐
し

た
。

い
わ
ゆ
る
暉
宗
五
家
と
構
す
る
濾
仰
、
臨
濟
、
雲
門
、
曹
洞
、
法
眼
の
五
宗
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
中
濾
仰
、
臨
濟
は
南
嶽
系
か
ら
分
岐

し
、
雲
門
、
曹
洞
、
法
眼
の
三
宗
は
青
原
系
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
分
派
し
た
と
さ
れ
る
。
勿
論
こ
の
分
派
は
他
の
佛
敏
諸
宗
が
別
立
し
た
よ
う
に

敏
判

に
よ
つ
て
教
義
に
封
す
る
見
解
を
異
に
し
て
分
れ
た
の
で
は
な
く
、
同

一
味
の
輝
で
は
あ
つ
て
も
、
租
師
の
性
格

に
よ
り
接
化
の
手
段

を
異

に
す
る
家
風
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
当
時
の
暉
界
は
自
由
に
各
派
の
祀
師
に
参
暉
し
、
ま
た
宗
派
を
超
え
て
他
の
機
縁
語
句
を
と
り
あ
げ

學
徒
に
示
し
て
提
衡
し
た
。

い
ま
こ
の
大
燈
國
師
百
二
十
則
に
お
い
て
も
、
五
宗
各
家
の
租
師
の
機
縁
語
句
が
則
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
南
嶽
系
の
濾

仰
宗
か
ら
は
、

こ
の
宗
祀
の
潟
山
璽
砧

(鐵
磨
到
濡
山
)
を
は
じ
め

そ
の
門
下

仰
山
慧
寂

(會
如
來
暉
、
仰
山
五
老
峰
)、

香
嚴
智
閑

(香
嚴
上

樹
)、

劉
鐵
磨

(鐵
磨
到
濡
山
)、
王
常
侍

(堂
曾
看
纏
)
、

鰹
雲
志
勤

(璽
雲
桃
花
、
爾
塵
不
答
)
等
の
機
縁
語
句
が
則
と
し
て

と
り
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
濾
仰
宗
の
家
風
は
濾
山
、
仰
山
の
師
資
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
五
租
法
演
は

「
断
碑
古
路
に
横
わ
る
」

と
評

し
た
が
、
精
練
さ
れ
た
氣
品
の
あ
る
家
風
を
白
隙
は

コ
潟
仰
公
家
」
と
評
し
た
。

こ
の
潟
仰
暉
の
精
髄
を
、
右
の
よ
う
な
租
師
の
機
縁
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語

句

に
よ

つ
て
と

り

い
れ

、

大

燈

暉

は

培

わ

れ

て

い
る
。

臨

濟

宗

系

統

の
組

師

か

ら

は

、
宗

祀

臨
濟

義

玄

(黄
葉
打
臨
濟
、
赤
肉
團
話
、
論
劫
在

途
、
傳
語
徳
山
、
堂
曾
看
輕
、
林
際
四
料
簡
、
四
賓
主
、

三
玄

三
要
)
を

は

じ

め
、

そ

の
門

下

三
聖

慧

然

(
出
不
出
話
)
、

興

化

存

漿

(
出
不
出
話
)
、

定

上
座

(
定
檎
欽

山
)
や

の
ち

宋

代

に
租

道

を
大

い

に
獲

揚

し

た
慈

明

楚
圓

(楊
岐
問
慈
明

.
慈
明

一
畝

三
蛇

.
曾
問
慈
明
佛

・
慈
明
冬
至
)
の
機

縁

語

句
が

則

と

し

て

と
り

あ
げ

ら

れ

て

い

る
。

慈

明

の
門

下

に

黄
龍

慧
南

、

楊
岐

方

會

の

二
傑

が

あ
り

、

臨

濟

宗

は

こ

こ

に

お

い

て
黄

龍

、

楊

岐

の

二
派

に
分

岐

し

た

の

で

あ

る
が

、

黄

龍

派

の
も

の

と

し

て

は

慧

南

(
黄
龍
三
關
)
と

兜

率

從
悦

(兜
率

三
語
)

の

二
人

で
あ

り

、

楊

岐

派

は

方

會

(楊

岐
問
慈
明

・
楊

岐
薄
頑
)
、

五
租

法

演

(
牛
窓
櫨

話
)
、

大

川

普

濟

(
大
川
蜘
蛛
願
)
、

松

源
崇

岳

(
松
源

三
轄
)
、

虚

堂

智

愚

(
虚
堂

柱
杖

・
雪
費
示
衆
)
等

の
機

縁

語

句

が

則

と

し

て

と
り

あ
げ

ら

れ

て

い
る
。

臨
濟

系

統

の

租

師

に
關

す

る
も

の
が

比

較

的

少

い

の

で

あ

る
が

、

し
か

し
大

燈

暉

の
根

幹

を

な
す

も

の

は
、

五
逆

聞

雷

と

い

わ

れ

臨

濟
將

軍

と
評

せ

ら

れ

る

臨
濟

の
大

機

に

あ

ら

ね
ば

な

ら

な

い
。

ま

た

曹

洞

宗

の
租

師

か

ら

は
、

洞

山
良

粉

(綴

退
果
卓

・
洞
山
寒
暑

到
來
)
を

は

じ

め

、

そ

の
門

下
疎

山

匡

仁

(
有
句
無
句
)
、

龍

牙

居

遁

(
龍

牙
翠

微
)
、

洞

山

道

全

(清

灘
行
者
)
、

欽

山
文

途

(
定
檎
欽
山
)
、

越

州

乾

峯

(
乾
峯

法
身
)
及

び

雲

居

道

鷹

の
門

下

杭

州

佛

日

(
死
蛇
藍

子
、
夜
明

符

天
曉
)
等

の
機

縁

語

句

が

と
り

あ
げ

ら
れ

て
お

り

、

法

眼

宗

に

關

す

る

も

の

は

法

眼

文

盆

(
法
眼
慧
超
、

法
眼
拮

云
、
法
眼
丙
丁
童
子
)
と

そ

の

嗣
清

涼

泰

欽

(法
燈
示
衆
)

二
師

の
機

縁

語

句

で

あ

る
。

五

家

の

中
最

も

多

く
百

二
十

則

に

と
り

あ
げ

ら

れ

て

い

る

の
は

雲

門
宗

で
あ

る
。

雲

門

文

優

(翠
巖
眉

毛
、
死
人
無
数
、

乾
峰
法
身
、
湖
南
報

慈
、
火
焔
轄
法
輪
、
雪
峰
敬吊
鼻
蛇
、
雲
門
膣
露
、
雲
門
普
、
雲

門
露
、
花
藥
欄
、
雲

門
塵

々
三
昧
、
雲
門
尿
極
、

雲
門
封

一
説
、
倒

一
読
、

雲
門
胡
餅
、
雲
門

鑑
嘆
)
を

は

じ

め

徳

山

縁

密

(
雲
門
三
句
)
、
香

林

澄

遠

(
萬
頃
荒

田
、
香
林
坐
久
、

香
林
謹
鐘
)
、

洞

山

守

初

(
洞
山
麻
三
斤
)
等

の
門

下

や
雲

居

慧

舜

(黄
昏
脱
複
)
、

智

門

光

詐

(智
門
蓮
花
)
、

雪

寳

重

顯

(
香
嚴
上
樹
、

雪
寳

示
衆
、
雪
寳

二
龍
、
雪
賓
云

二
老
宿
、
保
頑
遊
山
、
麻

谷
持
錫
)
、
法

昌

椅

遇

(
古
人
頒
風
幡
)
、

蓮

華

峰

鮮

(
蓮
花
註
杖
)
等

の
機

縁

語

句

が

多

い
の

は
大

燈

縄

の
性

格

を
裏

づ

け

る
も

の

で

あ
り

、

雲

門

の
紅

旗

閃

櫟

と



い
い
ま
た
雲
門
天
子
と
い
わ
れ
る
高
貴
な
家
風
が
、
機
峰
峻
嚴
な
臨
濟
の
家
風
と
相
侯
つ
て
大
燈
輝
を
形
成
し
て
い
る
。
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ま

た
さ
き
に
摯
げ
た
出
典
か
ら
い
つ
て
、
臨
濟
録
を
出
典
と
す
る
も
の
は
十
九
則
を
敷
え
た
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
趙

州
録

と
雲
門
廣
録
で
あ
る
。
趙
州
録
に
十
二
則
、
雲
門
廣
録
に
い
た
つ
て
は
十
九
則
を
敷
え
ら
れ
る
こ
と
は
大
燈
暉
の
特
色
を
知
る
の
で
あ

る
。
臨
濟
暉
は
楊
岐
派
の
五
祀
法
演
に
い
た
つ
て
雲
門
の
知
見
を
取
入
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
い
ま
こ
の
大
燈
國
師
百

二
十
則
の
中
に
あ
る

雲
門

の
死
人
無
敷
の
則
が
法
演
暉
師
語
録
の
中
に
枯
提
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
五
祀
法
演
の
嗣
園
悟
克
勤
は
碧
巖
集
を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
が

周
知

の
如
く
碧
巖
集
は
雲
門
宗
の
雪
寳
重
顯
の
頬
古

一
百
則
に
垂
示
、
本
則
、
著
語
、
評
唱
等
を
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
臨
濟
の
大

機
に
雲
門
の
知
見
を
加
味
し
た
家
風
を
形
成
す
る
に
い
た
つ
た
。
こ
の
碧
巖
集
の
中
に

「大
燈
國
師
百
二
十
則
」
の
則
が
四
十
五
則
数
え
ら

れ
る
。
尤
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る

「
南
泉
猫
見
」
と

「
趙
州
草
鮭
」
と
は
無
門
關
で
は

「南
泉
斬
猫
」
と
し
て

一
則
と
な
つ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、

「大
燈
國
師
百
二
十
則
」
が
碧
巖
集
と
同
じ
よ
う
に
二
則
と
し
て
い
る
こ
と
は
碧
巖
集
に
重
黙
を
置

い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

わ
が
國
に
お
い
て
は
碧
巖
集
は
道
元
に
よ
つ
て
請
來
さ
れ
、
の
ち
兀
庵
普
寧
、

一
山

一
寧
、
南
浦
紹
明

(大
慮
)
等
に
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ

た
。
花
園
院
哀
記
に
は
妙
曉

(月
林
道
鮫
)、
紹
崖
宗
卓
、
宗
峰
妙
超

(大
燈
)
等
に
よ
り
進
講
さ
れ
に
こ
と
が
誌
さ
れ
て
い
る
。

大
燈
は
碧
巖
集
を
尊
重
し
た
よ
う
に
雲
門
宗
系
統
の
語
録
や
租
師
の
機
縁
語
句
を
尊
重
し
た
。
と
く
に
雲
門
廣
録
と
明
覧
輝
師
語
録
す
な

わ
ち
雪
蜜
録
が
重
要
覗
さ
れ
て
い
る
。

古
来
大
徳
寺
に
お
い
て
は
雲
門
廣
録
を
臨
濟
録
と
と
も
に
墜
翼
の
如
く
に
尊

重
し
た
と
い
わ
れ
る

し
、

そ
し
て
ま
た
雪
寳
録
の
各
語
句
に
大
燈
が
著
語
し
た
の
が
、
大
燈
録
に
牧
録
さ
れ
る
参
詳
語
要
で
あ
る
。
大
燈
は
先
師
大
鷹
の
膝
下
で

雲
門

の
關
字
を
透
過
し
雲
門
大
師
の
再
來
な
り
と
構
讃
さ
れ
た
が
、
大
燈
が
の
ち
宮
廷
の
鋸
仰
を
う
け
て
暉
を
墾
揚
す
る
と
き
、

「雲
門
天

子
」

と
か

「紅
旗
閃
燦
」
と
か
い
わ
れ
る
高
貴
な
雲
門
の
家
風
が
相
懸
し
か
つ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
勿
論
大
燈
の
機
鋒
の
鋭
さ
は
天
性
の
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性
格

と
相
侯
つ
て
臨
濟
の
大
機
に
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
も
大
燈
は
宮
廷
の
隔
仰
を
受
け
た
か
ら
と

い
つ
て
も
、
名
利
を
求

め
て
王
者
に
媚
び
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
か
つ
た
。
こ
の
こ
と
は
し
ば
し
ば
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
が
、
い
ま

こ
の
大
燈
國
師
百
二

十
則
の
中
に
も

「馬
師
日
面
月
面
」
の
則
に

「
雪
寳
云
、
五
帝
三
皇
是
何
物
」
と
い
つ
た
語
が
あ
り
、
大
燈
輝
の
濁
脱
性
を
思
わ
し
め
る
。

こ
の
語
は
も
と
碧
巖
集
第
三
則
の
語
で
、
こ
れ
が
た
め
碧
巖
集
は
大
藏
経
の
中
に
入
藏
す
る
こ
と
が
出
來
な
か
つ
た
と

い
わ
れ
る
。

な
お
古
来
わ
が
國
に
お
い
て
、
こ
と
に
鷹
燈
關
の

一
派
に
お
い
て
昏
何
故
虚
堂
録
よ
り
碧
巖
集
が
廣
く
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
ど
は
暉

宗
史
上
に
お
け
る

一
問
題
で
あ
る
。
鷹
燈
關
と
し
て
は
當
然
虚
堂
録
に
基
礎
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
虚
堂
の
類
古
よ
り
雪

寳
の
頒
古
に
基
礎
を
お
く
碧
巖
集
が
さ
か
ん
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
何
か
理
由
が
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
思
う
。
推
察
を
め
ぐ
ら
し

て
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
翰
林
の
才
あ
り
と
い
わ
れ
た
雪
實
の
美
し
い
偶
頒
が
圓
悟
に
よ
つ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
臨
濟
の
大
機
大
用
に

精
妙

な
雲
門
の
知
見
言
句
が
と
り
い
れ
ら
れ
た
家
風
が
形
成
さ
れ
、
や
が
て
鷹
燈
關
の
先
躍
を
な
す
松
源

一
派
の
琿
と
な
つ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
虚
堂
に
嗣
法
し
た
先
師
大
鷹
は
鯖
朝
に
際
し
て
こ
の
宗
門
第

一
の
書
と
宣
傳
さ
れ
た
碧
巖
集
を
請
來
し
、
さ
き
に
い

う
よ
う
に
大
鷹
下
の
繹
櫓
、
こ
と
に
大
燈
が
宮
廷
を
中
心
と
し
て
輝
を
塞
揚
す
る
と
き
、
こ
の
書
を
用

い
る
こ
と
が
相
鷹
し
か

つ
た
で
あ
ろ

う
し
、
も
と
も
と
大
燈
は
雲
門
の
再
來
と
ま
で
い
わ
れ
、
雲
門
の
家
風
を
且
ハ現
し
、
ま
た
雲
門
宗
の
雪
寳
録
に
著
語
し
て
参
詳
語
要
を
淺
し

た
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
自
然
こ
の
碧
巖
集
を
重
要
覗
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
大
燈
國
師
百

二
十
則
に
お

い
て
虚
堂
録
と
碧
巖

録
と

の
共
通
し
た
則
が
拮
提
さ
れ
て
い
る
も
の
に

翠
巖
眉
毛
、
好
雪
片
々
、
萬
法
不
侶
、
黄
藁
後
剣
、
金
牛
喫
飯
、
湖
南
報
慈
、
定
檎
欽
山
、
陞
座
白
槌
、
洞
山
寒
暑
到
來
、
粛
宗
問
忠
、

南
泉
猫
見
、
梁
武
達
磨
、
鐵
磨
到
濾
山
、
僧
問
百
丈
、
龍
牙
翠
微
、
雲
門
露
、
法
眼
丙
丁
童
子
、
香
林
詮
無

等
が

あ
る
こ
と
も
附
言
し
て
お
く
。

ま
た
大
燈
國
師
百
二
十
則
の
中
に
は
、
無
門
關
に
關
す
る
則
が
十
七
則
あ
る
。
無
門
關
は
南
宋
の
無
門
慧
開
が
學
人
読
得
の
た
め
に
輝
道
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修
行

の
敏
育
法
を
確
立
し
た
書
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
四
十
八
則
と
附
則
と
し
て
黄
龍
三
關
が
あ
る
。
こ
の
中
十
七
則
が
大
燈
國
師
百
二

十
則

の
中
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
さ
こ
と
は
、
無
門
關
第

一
則
の
狗
子
無
佛
性
話
が
こ
の
百

二
十
則
の
中
に
と
り
あ

げ
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
則
は
さ
き
に
出
典
を
あ
げ
た
よ
う
に
趙
州
録
に
出
ず
る
語
で
、
の
ち
五
租
法
演
も
そ
の
語
録
の
中
に
沽

ノ

提
し
て
お
り
、
ま
た
大
慧
頬
古
第
三
十
二
則
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
虚
堂
録
、
大
鷹
録
と
い
つ
た
も
の
に
は
見
出
す
こ
と
が

出
來

な
か
つ
た
。
こ
と
に
虚
堂
録
に
は
百
二
十
則
の
中
、
六
十
六
則
が
拮
提
さ
れ
極
め
て
多
く
の
則
が
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
狗
子
無
佛

性
の
話
は
見
出
せ
な
い
。
今
日
こ
の
則
は
縄
道
入
門
者
の
則
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
大
燈
が
こ
の
則
を
と
り
あ
げ
て
百
二
十

則
と
し
、
學
人
接
化
の
指
導
法
を
確
立
し
た
こ
と
は
、
雲
門
琿
の
色
彩
の
強

い
こ
と
と
と
も
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
の
ち
こ
の
則
は

葛
藤
集
に
も

「趙
州
無
字
」
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
大
燈
が
敷
多
く
の
古
則
公
案
を
整
理
し
、
取
捨
選
澤
し

て
百

二
十
則
と
な
し
、
暉
道
修
行

の
教
育
法
を
確
立
し
た
こ
と
は
、
大
燈
輝
の
濁
自
性
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
き
に
い
う
よ
う
に
こ
の
百
二
十
則
は
大
燈
暉
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
、
門
下
の
徹
翁
義
亨
に
傳

つ
た
も
の
が

「
大
燈
國
師
百

二
十
則
」

と
し
て
大
徳
寺
に
傳
わ
り
、
た
ま
た
ま
清
庵
宗
胃

の
筆
寡
し
た
も
の
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
同
時
に
關
山
慧
玄
に
傳

つ
た
と

思
わ
れ
る
も
の
が
妙
心
寺
の
關
山
派
に
傳
わ
り
、
南
化
玄
興
を
経
て
三
江
紹
盆
に
傳

つ
た
も
の
に
も

「
大
燈
百
二
十
則
」
が
あ
り
、
と
も
に

内
容

は
同
じ
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
百
二
十
則
は
大
燈
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
た
暉
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
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